
実
施
す
る
。

　

歴
訪
に
先
立
っ
て
出
さ
れ

た
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、

教
皇
は
「
核
兵
器
の
破
壊
的

な
力
が
人
類
の
歴
史
で
二
度

と
使
わ
れ
な
い
よ
う
共
に
祈

る
」
と
強
調
し
た
。

　

ま
た
ロ
ー
マ
教
皇
庁
は
東

日
本
大
震
災
を
「
三
つ
の
大

規
模
災
害
」
と
呼
称
し
、
地

震
、
津
波
に
加
え
て
東
京
電

力
福
島
第
１
原
発
事
故
も
組

み
合
わ
さ
っ
た
複
合
的
な
災

害
だ
と
位
置
付
け
て
お
り
、

教
皇
が
２
５
日
に
大
震
災
の

被
災
者
を
前
に
、
原
発
の
是

非
に
言
及
す
る
か
ど
う
か
も

注
目
さ
れ
る
。

　

２
５
日
に
は
東
京
ド
ー
ム

で
大
規
模
ミ
サ
を
行
う
ほ

か
、
天
皇
陛
下
と
の
会
見
や

安
倍
晋
三
首
相
と
の
会
談
も

被
爆
地
か
ら
核
廃
絶
発
信
へ

ロ
ー
マ
教
皇
き
ょ
う
日
本
訪
問

市
区
町
村
７
０
０
超
で
採
火
式

パ
ラ
聖
火
リ
レ
ー
、
千
人
参
加

ま
っ
て
い
る
。

　

ロ
ー
マ
教
皇
の
訪
日
は
、

故
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世

の
１
９
８
１
年
２
月
以
来
、

３
８
年
ぶ
り
２
度
目
。
２
３

日
夕
に
羽
田
空
港
に
到
着

し
、
２
４
日
に
被
爆
地
を
訪

問
、
長
崎
市
の
爆
心
地
公

園
か
ら
「
核
兵
器
に
関
す
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
出
し
、
広

島
市
の
平
和
記
念
公
園
で
は

「
平
和
の
た
め
の
集
い
」
も

　
【
バ
ン
コ
ク
共
同
＝
津
村

一
史
】
ア
ジ
ア
歴
訪
中
の

ロ
ー
マ
教
皇
（
法
王
）
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
は
２
３
日
、
日
本

訪
問
を
開
始
す
る
。
２
６
日

ま
で
の
滞
在
中
、
被
爆
地
の

長
崎
と
広
島
を
訪
れ
、
核
兵

器
廃
絶
の
必
要
性
を
世
界
に

向
け
て
訴
え
る
ほ
か
、
東
京

で
は
東
日
本
大
震
災
の
被
災

者
と
も
交
流
、
演
説
な
ど
で

の
発
言
内
容
に
関
心
が
集

は
競
技
会
場
が
あ
る
東
京
、

千
葉
、
埼
玉
、
静
岡
の
４
都

県
で
８
日
間
に
わ
た
っ
て
行

わ
れ
、
３
人
が
一
つ
の
チ
ー

ム
と
な
り
聖
火
を
運
ぶ
。
ラ

ン
ナ
ー
は
約
千
人
の
見
通

し
。

　

コ
ン
セ
プ
ト
は
「
Ｓ
ｈ
ａ

ｒ
ｅ　

Ｙ
ｏ
ｕ
ｒ　

Ｌ
ｉ
ｇ

日
本
に
伝
達
、
失
効
回
避

　
【
ソ
ウ
ル
共
同
＝
岡
坂
健
太
郎
】
韓
国
大
統
領
府
は
２
２
日
夕
、
日
本
政
府
に
破
棄
を
通
告
し
て
い
た
日
韓
の
軍

事
情
報
包
括
保
護
協
定
（
Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
＝
ジ
ー
ソ
ミ
ア
）
を
当
分
維
持
す
る
こ
と
を
決
め
た
と
発
表
し
た
。
日
本

に
対
す
る
８
月
の
破
棄
通
告
の
効
力
を
停
止
す
る
と
表
明
し
、
日
本
政
府
に
伝
え
た
。
２
３
日
午
前
０
時
の
協
定
期

限
満
了
直
前
に
失
効
は
回
避
さ
れ
た
。
日
韓
双
方
は
貿
易
管
理
に
関
す
る
協
議
を
始
め
る
こ
と
で
合
意
。
韓
国
は
世

界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
紛
争
解
決
手
続
き
を
中
断
す
る
と
日
本
に
伝
え
た
。

韓
国
、
Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
を
維
持

ＧＳＯＭＩＡの失効が回避され、
取材に応じる安倍首相＝２２日
午後、首相官邸（共同）

貿
易
管
理
で
協
議
入
り
へ

（１） ２０１９年第５３７５号  １１月 ２３日 （土曜日）

大
震
災
被
災
者
と
交
流
も

が
鮮
明
に
な
る
た
め
、
米
国

は
韓
国
に
破
棄
撤
回
を
強
く

要
求
し
て
き
た
。
こ
れ
が
韓

国
の
決
定
に
影
響
を
与
え
た

可
能
性
も
あ
る
。

　

輸
出
規
制
強
化
撤
回
を
求

め
る
韓
国
に
日
本
は
、
協
定

と
輸
出
規
制
は
別
問
題
だ

と
主
張
し
て
き
た
。
日
本

政
府
筋
は
２
２
日
「（
協
定

は
）
対
韓
輸
出
管
理
と
は
別

問
題
と
の
立
場
は
全
く
変
え

て
い
な
い
」
と
話
し
た
。
経

済
産
業
省
も
半
導
体
材
料
３

品
目
の
対
韓
輸
出
規
制
に
関

し
「
今
後
も
個
別
審
査
を
通

じ
て
、
許
可
を
行
う
方
針
に

何
ら
変
更
は
な
い
」
と
説

明
し
た
。　

安
倍
晋
三
首
相

中
国
主
席
、
対
米
合
意
に
努
力

貿
易
協
議
「
第
１
段
階
」
で

竹
内
ま
り
や
さ

ん
紅
白
初
出
演

「
い
の
ち
の
歌
」
を
披
露

　
【
共
同
】
２
０
２
５
年
大

阪
・
関
西
万
博
の
開
催
決
定

か
ら
１
年
。運
営
主
体
の「
日

本
国
際
博
覧
会
協
会
」
は
組

織
体
制
を
整
え
、
博
覧
会
国

際
事
務
局
（
Ｂ
Ｉ
Ｅ
）
に
提

出
す
る
登
録
申
請
書
の
作
成

作
業
を
加
速
さ
せ
る
。
会
場

の
人
工
島
・
夢
洲
で
は
基
盤

整
備
工
事
が
本
格
化
、
テ
ー

マ
「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会

の
デ
ザ
イ
ン
」
の
具
体
化
に

向
け
、
多
様
な
ア
イ
デ
ア
を

取
り
入
れ
る
試
み
も
始
ま
っ

た
。

　

大
阪
で
１
９
７
０
年
以
来

５
５
年
ぶ
り
２
回
目
と
な
る

大
規
模
万
博
の
開
催
は
パ
リ

の
Ｂ
Ｉ
Ｅ
総
会
で
昨
年
１
１

月
２
４
日
未
明
（
現
地
時
間

２
３
日
）
に
決
定
。
計
約

３
千
億
円
の
開
催
経
費
を
見

　
【
共
同
】
２
０
２
０
年
東

京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

組
織
委
員
会
は
２
２
日
、
来

年
８
月
２
５
日
の
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
幕
に
先
立
つ
聖

火
リ
レ
ー
の
概
要
を
発
表
し

た
。
採
火
は
全
国
４
７
都
道

府
県
の
７
０
０
超
の
市
区
町

村
で
実
施
。
実
際
の
リ
レ
ー

世
界
景
気
「
回
復
鈍
化
」

月
例
報
告
、
国
内
判
断
は
維
持

予
定
さ
れ
て
い
る
。
日
本
に

キ
リ
ス
ト
教
を
伝
え
た
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
ら
が

創
設
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
出
身

の
教
皇
は
２
６
日
、
同
会
が

設
立
母
体
の
上
智
大
を
訪
問

し
た
後
、
日
本
を
離
れ
る
。

　

訪
日
に
先
立
ち
訪
れ
て
い

る
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
で
は

２
２
日
、
キ
リ
ス
ト
教
や
他

宗
教
の
指
導
者
ら
と
面
会
。

２
０
日
の
到
着
以
降
、
ワ
チ

ラ
ロ
ン
コ
ン
国
王
や
同
国
仏

教
界
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
大
僧

正
と
も
会
談
し
、
国
立
競
技

場
で
の
大
規
模
ミ
サ
も
行
っ

た
。
２
３
日
に
バ
ン
コ
ク
を

た
ち
日
本
へ
向
か
う
。

ｈ
ｔ
（
あ
な
た
は
、き
っ
と
、

誰
か
の
光
だ
。）」。
各
地
で

採
ら
れ
た
炎
が
地
元
の
学
校

や
病
院
な
ど
を
訪
れ
る
「
聖

火
ビ
ジ
ッ
ト
」
が
行
わ
れ
、

全
国
的
に
パ
ラ
の
機
運
を
盛

り
上
げ
る
。
組
織
委
の
森
喜

朗
会
長
は
都
内
で
の
記
者
会

見
で
「
共
生
社
会
を
象
徴
す

る
も
の
に
な
る
」と
述
べ
た
。

　

４
都
県
以
外
の
４
３
道
府

県
で
は
８
月
１
３
〜
１
７
日

に
か
け
、採
火
、聖
火
ビ
ジ
ッ

ト
、
火
を
集
め
る
「
集
火
」、

東
京
に
送
り
出
す
「
出
立
」

を
実
施
。
１
８
日
か
ら
は
静

岡
、
千
葉
、
埼
玉
、
東
京
の

順
に
採
火
や
リ
レ
ー
が
行
わ

れ
る
。
２
１
日
に
は
全
国
か

ら
集
ま
っ
た
火
を
一
つ
に
す

る
「
集
火
式
」
を
都
内
で
開

き
、
開
会
式
前
ま
で
都
内
各

地
を
巡
る
。

　

パ
ラ
発
祥
の
地
と
さ
れ
る

ス
ト
ー
ク
・
マ
ン
デ
ビ
ル（
英

組
織
整
備
、
企
画
作
り
加
速

大
阪
・
関
西
万
博
決
定
１
年

込
む
大
型
事
業
が
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
た
。

　

協
会
に
は
大
阪
府
や
大
阪

市
、
政
府
、
企
業
か
ら
職
員

が
出
向
、
１
１
４
人
体
制
で

業
務
に
当
た
る
。
１
０
月
、

税
制
上
の
優
遇
措
置
が
あ
る

公
益
社
団
法
人
と
な
り
、
財

務
委
員
会
も
新
設
。
年
明
け

以
降
、
企
業
か
ら
寄
付
金
を

は
２
２
日
、
失
効
回
避
に
関

し
「
日
韓
、日
米
韓
の
連
携
、

協
力
は
極
め
て
重
要
だ
。
韓

国
も
戦
略
的
観
点
か
ら
判
断

し
た
の
だ
ろ
う
」
と
官
邸
で

記
者
団
に
述
べ
た
。

　

経
産
省
は
２
２
日
、
輸
出

規
制
問
題
で
課
長
級
の
準
備

会
合
と
局
長
級
対
話
を
開

く
と
し
「
韓
国
が
輸
出
管
理

の
現
状
の
問
題
点
に
つ
い
て

改
善
に
向
け
た
意
欲
を
示
し

て
い
る
と
判
断
し
た
」
と
説

明
。
今
後
規
制
見
直
し
も

あ
り
得
る
と
の
見
解
を
示
し

た
。
両
政
府
は
茂
木
敏
充
外

相
と
、２
０
カ
国
・
地
域
（
Ｇ

２
０
）
外
相
会
合
で
２
２
日

夜
来
日
し
た
韓
国
の
康
京
和

て
努
力
し
た
い
」
と
表
明
し

た
。
北
京
で
米
国
の
経
済
界

の
代
表
ら
と
面
会
し
た
際
に

述
べ
た
。
難
航
し
て
い
る
米

中
協
議
を
前
進
さ
せ
た
い
意

向
と
み
ら
れ
る
。

　

習
氏
は
「
中
国
は
貿
易
戦

争
を
望
ん
で
い
な
い
が
、
恐

れ
て
も
い
な
い
。
必
要
な
ら

反
撃
す
る
」
と
も
述
べ
た
。

貿
易
協
議
は
「
相
互
尊
重
」

の
精
神
に
基
づ
く
べ
き
だ
と

の
認
識
も
示
し
た
。

　

米
中
協
議
は
「
世
界
経
済

の
繁
栄
に
も
関
わ
る
問
題
で

も
あ
り
、
中
国
は
常
に
前
向

き
な
姿
勢
を
取
っ
て
い
る
」

と
強
調
し
た
。

　

新
華
社
電
に
よ
る
と
習
氏

は
２
２
日
、
国
際
通
貨
基
金

（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
の
ゲ
オ
ル
ギ
エ

ワ
専
務
理
事
と
北
京
で
会
談

し
「
保
護
主
義
に
断
固
反
対

し
、
多
角
的
貿
易
体
制
を
守

る
」
と
伝
え
た
。「
対
外
開

放
を
推
進
し
続
け
る
」
と
し

た
。

　

米
中
は
今
月
中
旬
に
ア
ジ

ア
太
平
洋
経
済
協
力
会
議

（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
首
脳
会
議
に

合
わ
せ
て
「
第
１
段
階
」
の

合
意
に
署
名
す
る
予
定
だ
っ

た
が
、
議
長
国
チ
リ
の
治
安

悪
化
で
中
止
と
な
り
、
首
脳

会
談
の
開
催
地
も
決
ま
っ
て

い
な
い
。

募
り
始
め
る
。
関
西
経
済
連

合
会
の
松
本
正
義
会
長
（
協

会
副
会
長
）
は
事
前
の
感
触

を
「
良
い
手
応
え
」
と
協
力

獲
得
に
自
信
を
示
す
が
、
別

の
協
会
関
係
者
は
「
約
束
段

階
」
と
気
を
引
き
締
め
る
。

　

協
会
の
石
毛
博
行
事
務
総

長
は
「
多
数
の
来
場
者
を
想

定
し
た
ア
ク
セ
ス
対
策
」
を

中
心
課
題
と
し
て
据
え
る
。

前
者
へ
の
対
応
と
し
て
各
種

交
通
機
関
な
ど
が
参
加
す

る
「
輸
送
計
画
検
討
会
」
が

８
月
に
始
動
。
府
市
は
夢
洲

で
カ
ジ
ノ
を
含
む
統
合
型
リ

ゾ
ー
ト
施
設
（
Ｉ
Ｒ
）
誘

致
も
目
指
し
て
お
り
、
人
の

流
れ
の
想
定
は
容
易
で
は
な

い
。

　
「
テ
ー
マ
を
ど
う
表
現
す

る
か
」
に
も
腐
心
す
る
。
外

部
の
意
見
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
る
方
針
を
示
し
、
有
識

者
を
招
い
て
今
月
初
開
催
し

た
促
進
会
議
で
会
場
設
計
や

次
世
代
移
動
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
議
論
。
企
業
か
ら
も
約

３
０
０
人
が
出
席
し
た
。

　

２
５
年
５
月
３
日
の
開
始

日
は
４
月
中
旬
ご
ろ
へ
と
前

倒
し
さ
れ
る
方
向
で
、
年
内

に
Ｂ
Ｉ
Ｅ
に
提
出
す
る
登
録

申
請
書
に
明
記
さ
れ
る
。
協

会
は
そ
の
後
、
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
を
選
定
。
２
０
年
秋
ま

で
に
パ
ビ
リ
オ
ン
の
設
置
案

な
ど
の
事
業
方
針
を
盛
り
込

む
「
基
本
計
画
」
を
策
定
す

る
。

　
【
共
同
】
政
府
は
２
２
日
、

１
１
月
の
月
例
経
済
報
告
を

発
表
し
た
。
国
内
景
気
の
判

断
を
据
え
置
い
た
一
方
で
、

世
界
景
気
の
判
断
を
３
カ
月

ぶ
り
に
下
方
修
正
し
「
全
体

と
し
て
は
緩
や
か
に
回
復
し

て
い
る
が
、
そ
の
テ
ン
ポ
は

鈍
化
し
て
い
る
」
と
し
た
。

　

世
界
景
気
の
下
方
修
正

は
、
米
中
貿
易
摩
擦
の
長
期

化
で
、
主
要
国
・
地
域
の
貿

易
や
生
産
の
不
調
が
鮮
明
に

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を

反
映
し
た
。
国
別
で
は
中
国

や
ド
イ
ツ
の
判
断
を
引
き
下

げ
、
世
界
的
に
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
成
長
率
の
伸
び

の
鈍
化
も
続
い
て
い
る
と
し

た
。

　

国
内
景
気
は
「
輸
出
を
中

心
に
弱
さ
が
長
引
い
て
い
る

も
の
の
、
緩
や
か
に
回
復
し

て
い
る
」と
の
文
言
を
維
持
。

１
０
月
の
消
費
税
増
税
に
つ

い
て
、
内
閣
府
の
担
当
者
は

「
景
気
全
体
へ
の
影
響
の
程

度
を
推
し
量
る
に
は
、
ま
だ

デ
ー
タ
が
足
り
な
い
」
と
説

明
し
た
。

　

個
別
項
目
で
は
、
雇
用
情

勢
を
５
年
ぶ
り
に
下
方
修
正

し
「
着
実
に
改
善
し
て
い

る
」
か
ら
「
改
善
し
て
い
る
」

へ
と
小
幅
に
変
え
た
。
製
造

業
の
新
規
求
人
数
の
減
少
な

ど
が
背
景
。
企
業
収
益
も
９

外
相
の
会
談
を
早
期
に
調
整

す
る
。

米
国
の
圧
力
に
屈
し
た

　

元
海
将
の
伊
藤
俊
幸
金
沢

工
業
大
虎
ノ
門
大
学
院
教
授

の
話　

米
国
の
圧
力
に
韓
国

の
大
統
領
府
、
文
在
寅
政
権

が
屈
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。

日
韓
の
軍
事
情
報
包
括
保
護

協
定
（
Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
）
が

破
棄
さ
れ
て
も
、
北
朝
鮮
の

弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
へ
の
対

応
で
韓
国
側
か
ら
得
ら
れ
る

情
報
は
限
定
的
な
た
め
、
日

本
の
安
全
保
障
に
大
き
な
影

響
は
な
い
。
一
方
で
日
本
か

米
中
貿
易
協
議
に
関
し
て

「
第
１
段
階
の
合
意
に
向
け

　
【
北
京
共
同
】
中
国
の
習

近
平
国
家
主
席
は
２
２
日
、

と
、
規
制
を
継
続
す
る
方
針

の
日
本
に
は
立
場
の
違
い
が

あ
る
上
、
韓
国
政
府
高
官
は

Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
は
「
い
つ
で

も
終
了
さ
せ
ら
れ
る
」
と
し

て
今
後
も
カ
ー
ド
に
使
う
姿

勢
を
隠
さ
ず
、
関
係
改
善
に

つ
な
が
る
か
は
不
透
明
だ
。

　

Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
が
失
効
す

れ
ば
北
朝
鮮
を
に
ら
ん
だ
日

米
韓
の
軍
事
的
連
携
の
亀
裂

　

日
本
の
輸
出
規
制
強
化
に

反
発
す
る
韓
国
が
対
抗
措
置

と
し
て
Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
破
棄

を
持
ち
出
し
対
立
が
激
化
し

た
日
韓
関
係
は
対
話
局
面
に

転
換
す
る
公
算
だ
。

　

た
だ
対
立
の
根
本
に
あ
る

徴
用
工
訴
訟
問
題
で
は
歩
み

寄
り
は
な
い
。
貿
易
管
理

協
議
を
日
本
の
輸
出
規
制
の

見
直
し
に
つ
な
げ
た
い
韓
国

　
【
共
同
】
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
２
２

日
、
大
み
そ
か
放
送
の
紅
白

歌
合
戦
に
、
シ
ン
ガ
ー
・
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
竹
内
ま
り

や
さ
ん
（
６
４
）
が
、
特
別

企
画
で
出
演
す
る
と
発
表
し

た
。
２
０
０
８
〜
０
９
年
放

送
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
だ

ん
だ
ん
」
の
劇
中
歌
「
い
の

ち
の
歌
」
を
披
露
す
る
。
竹

内
さ
ん
の
紅
白
で
の
歌
唱
は

初
め
て
と
な
る
。

　

竹
内
さ
ん
は
１
９
７
８
年

に
デ
ビ
ュ
ー
し
、「
不
思
議

な
ピ
ー
チ
パ
イ
」
な
ど
が

ヒ
ッ
ト
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
よ
る
と
、

今
年
９
月
に
ア
ル
バ
ム
「
Ｔ

ｕ
ｒ
ｎ
ｔ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
」
が
オ

リ
コ
ン
の
チ
ャ
ー
ト
１
位
と

な
り
、
昭
和
、
平
成
、
令
和

の
３
時
代
で
１
位
を
獲
得
し

た
初
の
女
性
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
な
っ
た
。

　

竹
内
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で

私
を
支
え
て
下
さ
っ
た
フ
ァ

ン
の
皆
様
、
そ
し
て
、
新
し

い
時
代
を
一
緒
に
歩
い
て
ゆ

く
全
国
の
皆
様
に
向
け
て
、

深
い
感
謝
と
共
に
心
を
こ
め

て
歌
い
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　
【
共
同
】
沖
縄
県
地
盤
の

日
本
航
空
傘
下
の
日
本
ト
ラ

ン
ス
オ
ー
シ
ャ
ン
航
空
（
Ｊ

Ｔ
Ａ
、那
覇
市
）
は
２
２
日
、

火
災
で
正
殿
な
ど
が
焼
失
し

た
首
里
城
（
同
市
）
の
再
建

に
向
け
た
機
運
を
高
め
る
た

め
に
機
体
に
装
飾
を
施
し
た

ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機
「
首
里
城

ジ
ェ
ッ
ト
」
を
来
年
１
月
末

に
就
航
す
る
と
発
表
し
た
。

沖
縄
県
の
本
土
復
帰
５
０
年

の
節
目
に
当
た
る
２
０
２
２

年
ま
で
は
運
航
を
続
け
る
方

針
だ
。

　

米
ボ
ー
イ
ン
グ
の
小
型
機

７
３
７（
座
席
数
１
６
５
席
）

１
機
の
機
体
に
、
焼
失
前
の

首
里
城
正
殿
の
写
真
を
デ
ザ

イ
ン
し
て
「
希
望
」
な
ど
の

文
字
を
添
え
る
。

　

ま
た
、
沖
縄
県
の
離
島
路

線
を
運
航
す
る
日
航
グ
ル
ー

プ
の
琉
球
エ
ア
ー
コ
ミ
ュ
ー

タ
ー
（
Ｒ
Ａ
Ｃ
、
那
覇
市
）

も
同
様
に
首
里
城
正
殿
の
写

真
な
ど
施
し
た
プ
ロ
ペ
ラ
旅

客
機
（
座
席
数
５
０
席
）
１

機
を
来
年
１
月
末
に
導
入
。

　
Ｊ
Ｔ
Ａ
の
糸
数
寛
執
行
役

員
は
「
沖
縄
県
外
の
人
た
ち

に
も
、
首
里
城
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
一
助
に
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
込
め

た
。日
航
グ
ル
ー
プ
は
既
に
、

首
里
城
再
建
に
向
け
て
支
援

金
を
集
め
る
な
ど
の
活
動
を

実
施
し
て
い
る
。

国
）
で
も
採
火
さ
れ
る
。

　

具
体
的
な
採
火
の
場
所
や

方
法
は
各
自
治
体
に
委
ね
ら

れ
、来
春
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

神
社
や
遺
跡
な
ど
で
の
採
火

も
検
討
さ
れ
て
い
る
と
い

い
、
ユ
ニ
ー
ク
な
方
法
が
登

場
し
そ
う
だ
。
ラ
ン
ナ
ー
は

リ
レ
ー
を
行
う
４
都
県
そ
れ

ぞ
れ
と
ス
ポ
ン
サ
ー
の
住
宅

設
備
大
手
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
（
リ

ク
シ
ル
）
が
募
集
す
る
。

　

リ
レ
ー
は
１
日
約
４
０
組

が
参
加
し
、
１
組
当
た
り
の

走
る
距
離
は
約
２
０
０
メ
ー

ト
ル
。

東京パラリンピックの聖火リレー概要を発表する記
者会見で、写真に納まる（左から）石原さとみさん、
森喜朗・組織委会長、河合純一さん、田口亜希さん
＝２２日午後、東京都中央区（共同）

ら
多
く
の
情
報
を
得
て
い
る

韓
国
に
と
っ
て
破
棄
は
死
活

問
題
に
な
る
。
韓
国
国
民
ひ

い
て
は
在
韓
米
軍
を
危
険
に

さ
ら
す
た
め
米
国
が
強
く
反

対
し
て
き
た
。
過
去
は
日
韓

関
係
が
悪
化
し
て
も
、
自
衛

隊
と
韓
国
軍
の
制
服
同
士
の

関
係
は
良
好
だ
っ
た
。だ
が
、

昨
年
か
ら
国
際
観
艦
式
で
の

自
衛
艦
旗
の
掲
揚
自
粛
要
請

や
、
海
自
哨
戒
機
へ
の
火
器

管
制
レ
ー
ダ
ー
照
射
問
題
で

全
く
疎
遠
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
協
定
破
棄
を
や
め
た
こ

と
を
関
係
復
活
の
き
っ
か
け

に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

カ
月
ぶ
り
に
引
き
下
げ
「
高

い
水
準
に
あ
る
も
の
の
、
製

造
業
を
中
心
に
弱
含
ん
で
い

る
」
と
し
た
。

　

個
人
消
費
は
、
消
費
税
増

税
の
駆
け
込
み
需
要
の
反
動

減
が
家
電
や
自
動
車
販
売
な

ど
で
あ
る
も
の
の
、
一
時
的

な
影
響
だ
と
し
て
「
持
ち
直

し
て
い
る
」
と
の
判
断
を
維

持
し
た
。

首
里
城
を
装
飾

の
ジ
ェ
ッ
ト
機

Ｊ
Ｔ
Ａ
、
再
建
機
運
狙
い
導
入

首
脳
不
信
の
解
消
急
務

日
韓
Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ

　
【
共
同
・
解
説
】
日
韓
の

軍
事
情
報
包
括
保
護
協
定

（
Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
＝
ジ
ー
ソ

ミ
ア
）
が
土
壇
場
で
失
効
を

当
面
回
避
し
た
。
た
だ
、
安

全
保
障
上
の
重
要
な
枠
組
み

が
失
効
す
る
危
機
に
直
面
し

な
が
ら
、
安
倍
晋
三
首
相
と

文
在
寅
大
統
領
が
「
原
因
は

相
手
国
に
あ
る
」
と
の
主
張

に
終
始
。
相
互
不
信
が
問
題

解
決
を
難
し
く
し
た
の
は
間

違
い
な
い
。
両
首
脳
は
安
保

協
力
を
進
め
る
責
務
を
一
層

胸
に
刻
む
べ
き
だ
。

　

北
朝
鮮
は
弾
道
ミ
サ
イ
ル

発
射
を
繰
り
返
し
、
非
核
化

を
巡
る
米
朝
交
渉
も
行
き
詰

ま
っ
て
い
る
。
中
国
は
軍
事

大
国
へ
突
き
進
み
、
東
ア
ジ

ア
の
安
全
保
障
環
境
は
緊
張

の
火
種
に
事
欠
か
な
い
。

　

安
全
保
障
面
で
は
韓
国
と

「
利
害
が
一
致
し
て
い
る
」

と
述
べ
て
い
た
の
は
安
倍
首

相
自
身
だ
。
日
本
政
府
は
Ｇ

Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
が
失
効
し
て
も

「
直
接
的
な
支
障
は
な
い
」

と
強
が
る
が
、
ミ
サ
イ
ル
対

応
へ
の
不
安
材
料
と
な
る
の

は
間
違
い
な
い
。「
韓
国
に

賢
明
な
対
応
を
求
め
る
だ
け

で
は
不
十
分
」
と
の
政
権
内

の
一
部
の
声
が
最
終
局
面
で

作
用
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　

文
氏
は
来
年
４
月
の
韓
国

総
選
挙
を
に
ら
み
、
安
易
に

日
本
に
譲
歩
す
れ
ば
支
持
層

の
反
発
を
受
け
か
ね
な
い
と

の
事
情
を
抱
え
る
。
そ
れ
で

も
、
１
９
６
５
年
の
国
交
正

常
化
以
来
「
最
悪
」
と
も
言

わ
れ
る
日
韓
関
係
を
こ
の
ま

ま
放
置
す
れ
ば
、
国
内
経
済

だ
け
で
な
く
、
Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ

Ａ
継
続
を
強
く
求
め
た
米
国

と
の
関
係
も
決
定
的
に
悪
化

さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

日
韓
首
脳
が
近
視
眼
的
な

政
治
的
思
惑
を
排
し
、
関
係

改
善
へ
指
導
力
を
発
揮
す

れ
ば
双
方
の
国
益
に
つ
な
が

る
の
は
自
明
だ
。
建
設
的
な

首
脳
対
話
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。



早
く
も
強
い
物
議
を
醸
す

の
フ
リ
オ
・
ロ
ベ
ル
ト
・
ゴ

メ
ス
会
長
は
、「
こ
の
大
規

模
デ
モ
行
進
、
ゼ
ネ
ス
ト
の

後
、
多
く
の
テ
ー
マ
で
政
府

側
と
議
論
す
る
こ
と
を
希
望

し
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

　

デ
モ
の
主
催
者
側
は
「
全

国
で
１
０
０
万
人
が
参
加
」

と
喧
伝
し
て
い
る
が
、
ナ
ン

シ
ー
・
グ
テ
ィ
エ
レ
ス
内
務

相
は
、「
午
後
４
時
ま
で
の

時
点
で
２
０
万
７
千
人
」
と

し
て
い
る
。

　
「
ゼ
ネ
ス
ト
、
デ
モ
は
反

政
府
側
の
勝
利
に
終
わ
っ

た
」
と
の
ム
ー
ド
が
支
配
的

だ
が
、
ド
ゥ
ケ
政
権
が
具
体

的
な
返
答
を
出
す
ま
で
は
路

上
に
と
ど
ま
り
続
け
る
よ
う

参
加
者
に
要
請
し
て
い
る
労

組
も
あ
る
。
主
要
労
組
の
一

つ
で
あ
る
中
央
労
組
の
オ
ス

カ
ル
・
ロ
メ
ロ
氏
は
、「
ゼ

ネ
ス
ト
は
２
４
時
間
の
予
定

だ
っ
た
が
、
政
府
が
我
々
の

要
求
に
返
答
し
な
い
な
ら
、

無
期
限
で
ス
ト
を
継
続
す

る
」
と
語
っ
た
。

　

ド
ゥ
ケ
政
権
支
持
勢
力
は

議
会
で
過
半
数
を
取
れ
て
お

　

２
１
日
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
自
身
の
新
党
「
ブ
ラ
ジ
ル
同
盟
（
Ａ
Ｐ
Ｂ
）」

の
結
党
を
宣
言
し
た
。
大
統
領
は
発
足
式
で
、
銃
や
宗
教
の
重
要
さ
を
語
り
、
共

産
主
義
や
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
を
敵
扱
い
し
た
だ
け
で
な
く
、
か
つ
て
自
分
を
支
持

し
た
勢
力
を
も
批
判
し
て
物
議
を
醸
し
た
。
２
２
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

の
カ
リ
ナ
・
ク
フ
ァ
、
ア
デ

ミ
ー
ル
・
ゴ
ン
ザ
ー
ガ
両
氏

ら
が
参
加
し
た
。

　

式
で
は
ク
フ
ァ
氏
が
「
党

の
４
原
則
」
の
説
明
を
行
っ

た
。
そ
れ
は
「
神
と
宗
教
へ

の
敬
意
」「
ブ
ラ
ジ
ル
国
民

の
記
憶
や
文
化
へ
の
敬
意
」

「
生
命
の
保
護
」「
秩
序
と
治

安
の
保
障
」
だ
。

　

同
氏
に
よ
る
と
、
新
党
は

「
革
命
を
呼
び
起
こ
す
よ
う

な
犯
罪
的
な
行
為
、
共
産
主

義
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
、
ナ

チ
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
な
ど
へ
の

対
策
強
化
」
に
努
め
る
こ
と

を
軸
と
す
る
。
ま
た
、「
他

党
と
組
ん
で
共
産
主
義
を
駆

逐
す
る
」「
伯
国
旗
が
赤
く

染
ま
っ
た
こ
と
は
な
い
」
と

声
高
に
叫
ん
だ
。

　

Ａ
Ｐ
Ｂ
の
発
足
式
で
の
言

　

人
気
司
会
者
の
グ
グ

（
６
０
）
の
事
故
を
め
ぐ
っ

て
２
１
日
、
伯
国
内
の
情
報

が
錯
綜
し
、
混
乱
を
招
い

た
。
彼
は
２
０
日
、
米
国
フ

ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
に
あ

る
別
荘
で
、
一
番
上
の
階
に

あ
っ
た
冷
暖
房
機
を
修
理
し

よ
う
と
し
た
際
、
誤
っ
て

動
に
対
し
て
は
、
ド
イ
ツ
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、ゲ
ル
ド
・

ベ
ン
ツ
ェ
ル
氏
が
「
ナ
チ
ス

の
軍
隊
の
よ
う
だ
」
と
評
し

た
他
、
グ
レ
イ
シ
・
ホ
フ
マ

ン
労
働
者
党
（
Ｐ
Ｔ
）
党
首

が
「
伯
国
民
に
と
っ
て
の
死

亡
宣
告
」
と
呼
ぶ
な
ど
、
強

い
批
判
の
声
も
あ
が
っ
て
い

る
。

　

さ
ら
に
、
ス
ピ
ー
チ
に

立
っ
た
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領

は
、
左
派
勢
力
の
み
な
ら

ず
、
ア
レ
ッ
シ
ャ
ン
ド
レ
・

フ
ロ
ッ
タ
下
議
や
ウ
ィ
ル
ソ

ン
・
ヴ
ィ
ッ
ツ
ェ
ル
・
リ
オ

州
知
事
ら
を
「
裏
切
り
者
」

と
称
し
て
批
判
し
た
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
、

１
９
日
ま
で
所
属
し
て
い
た

社
会
自
由
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
か

ら
２
０
人
以
上
の
政
治
家
が

Ａ
Ｐ
Ｂ
に
移
籍
す
る
と
見
込

ん
で
い
る
が
、
現
時
点
で
同

党
に
離
党
届
を
出
し
た
の
は

大
統
領
と
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏
の

２
人
の
み
だ
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
ネ
ッ
ト

を
使
っ
た
結
党
署
名
を
行
う

こ
と
を
希
望
し
て
い
る
が
、

「
銃
と
神
」重
ん
じ
左
翼
攻
撃

ら
ず
、
ま
た
、
ド
ゥ
ケ
大
統

領
へ
の
不
支
持
率
も
６
９
％

に
達
し
て
い
る
。

　

ド
ゥ
ケ
大
統
領
は
ボ
ゴ
タ

で
、
国
防
相
、
内
務
相
、
警

察
や
軍
の
高
官
に
付
き
添
わ

れ
な
が
ら
、
デ
モ
、
ゼ
ネ
ス

ト
の
様
子
を
見
守
っ
た
。

　

同
大
統
領
は
ス
ト
前
日
、

反
政
府
側
の
要
求
の
一
部
に

正
当
性
が
あ
る
こ
と
を
認
め

た
が
、
反
政
府
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
は
多
分
に
嘘
も
含
ま
れ

て
お
り
、
そ
れ
ら
が
暴
力
を

煽
っ
て
い
る
と
批
判
し
た
。

　

反
政
府
側
が
反
発
し
て
い

る
ド
ゥ
ケ
政
権
の
政
策
は
、

「
若
い
世
代
の
就
業
の
ハ
ー

ド
ル
を
下
げ
る
」
と
の
名
目

で
、
最
低
賃
金
の
７
割
の
賃

金
で
の
雇
用
を
認
め
る
、
年

金
改
革
、
税
制
改
革
、
公
社

　

首
都
ボ
ゴ
タ
で
は
、
反
政

府
団
体
が
バ
ス
の
走
行
を
阻

止
。
ス
ー
バ
で
は
デ
モ
隊
と

治
安
部
隊
の
衝
突
が
発
生
し

た
。

　

カ
リ
で
も
同
様
の
事
態
が

発
生
し
た
。
ブ
カ
ラ
マ
ン
ガ

や
メ
デ
リ
ン
で
も
、
車
の
走

行
量
が
激
減
し
た
。

　

多
く
の
企
業
や
大
学
は
、

ス
ト
の
影
響
を
考
慮
し
、
前

日
か
ら
休
業
、
休
校
措
置
を

と
っ
た
。

　

コ
ロ
ン
ビ
ア
労
働
者
総
連

　

コ
ロ
ン
ビ
ア
で
２
１
日
、

首
都
ボ
ゴ
タ
を
始
め
と
す

る
国
内
各
都
市
で
イ
ヴ
ァ

ン
・
ド
ゥ
ケ
大
統
領
の
政
策

に
反
対
す
る
大
規
模
デ
モ
や

ゼ
ネ
ス
ト
が
発
生
し
た
と
、

２
１
、２
２
日
付
伯
字
各
紙
、

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

ド
ゥ
ケ
政
権
発
足
か
ら

１
５
カ
月
で
発
生
し
た
デ
モ

と
ゼ
ネ
ス
ト
に
は
、
労
組
、

学
生
、
先
住
民
族
の
団
体
、

環
境
活
動
家
、
野
党
勢
力
が

参
加
し
、
現
政
権
の
経
済
政

策
や
社
会
政
策
、
治
安
対
策

へ
の
不
満
を
噴
出
さ
せ
た
。

政
府
の
改
革
方
針
に
反
発
し

原
油
漂
着
は
７
２
０
カ
所
に

「
対
話
を
重
視
」と
大
統
領

民
営
化
、
電
気
代
の
大
幅
値

上
げ
な
ど
だ
。

　

そ
の
他
に
も
、
相
次
ぐ
汚

職
、
教
育
問
題
へ
の
不
満
が

噴
出
し
て
お
り
、
現
行
の
法

定
最
低
賃
金
（
月
額
２
４
０

ド
ル
）
で
は
生
活
必
需
品
も

満
足
に
買
え
な
い
と
の
理
由

で
の
賃
上
げ
要
求
も
出
て
い

る
。

　

ド
ゥ
ケ
大
統
領
は
、
ブ

ラ
ジ
リ
ア
時
間
の
２
２
日

午
前
２
時
５
０
分
（
現
地

時
間
の
午
前
０
時
５
０

分
）
に
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
（@

Ivan
D
u
q
u
e

）
で
、「
今

日
コ
ロ
ン
ビ
ア
国
民
が
声
を

あ
げ
た
。
私
た
ち
に
そ
の
声

は
届
い
て
い
る
。
我
が
政
権

は
、『
対
話
』
を
最
も
重
要

視
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
社
会
の
抱
え
る
課
題
を

解
決
し
、
腐
敗
防
止
を
加
速

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
投
稿
し
た
。

ら
３
兄
弟
と

は
腹
違
い
の

弟
の
ジ
ャ

イ
ー
ル
・
レ

ナ
ン
氏
な
ど

の
家
族
が
参

加
し
た
。他
、

次
男
カ
ル
ロ

ス
氏
（
欠

席
）
の
側
近

で
、
大
統
領

府
内
の
「
嫌

悪
部
隊
」
構

成
員
の
テ
ル

シ
オ
・
ア
ル

ナ
ウ
ド
・
ト

マ
ス
氏
や
、

担
当
弁
護
士

コロンビアでのゼネストを報じる伯国ニュース
サイトＧ１の記事の一部

発足式でのボウソナロ大統領（Antonio CruzAgencia Brasil）

党
承
認
後
も
課
題
は
多
く

選
挙
高
等
裁
判
所
が
そ
れ
を

認
め
る
か
ど
う
か
は
微
妙
な

段
階
だ
。
来
年
の
３
月
ま
で

に
新
党
が
承
認
さ
れ
な
け
れ

ば
、
１
０
月
の
市
長
・
市
議

選
に
は
間
に
合
わ
な
い
。
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
２
１
日

に
、
選
挙
高
裁
が
電
子
署
名

を
認
め
な
け
れ
ば
、
来
年
の

選
挙
へ
の
参
加
は
無
理
と
の

見
解
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
２
２
年
ま
で

は
Ｐ
Ｓ
Ｌ
が
約
１
０
億
レ
ア

ル
の
政
党
支
援
金
を
受
け
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
Ａ
Ｐ

Ｂ
が
承
認
さ
れ
て
も
、
２
２

年
の
大
統
領
選
を
含
む
選
挙

へ
の
公
的
資
金
は
ほ
と
ん
ど

回
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、
大
統
領
は
ピ
ス
ト

４
メ
ー
ト
ル
下
に
転
落
し
た

上
、
家
具
の
角
で
頭
を
強
く

打
ち
、
病
院
に
運
ば
れ
た
。

彼
に
関
し
て
は
一
時
、「
死

亡
し
た
」
と
の
報
道
が
テ
レ

ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
ま
で
流
れ

て
、騒
然
と
な
っ
た
。
結
局
、

死
亡
は
誤
報
で
あ
っ
た
こ
と

が
後
に
報
じ
ら
れ
た
が
、
容

態
は
か
な
り
悪
く
、
現
在
も

集
中
治
療
室
に
入
院
中
で
、

依
然
、
緊
迫
し
た
状
況
だ
と

い
う
。
グ
グ
一
家
は
５
日
間

の
休
暇
で
米
国
を
訪
れ
て
い

て
、
事
故
に
遭
っ
た
。
２
２

日
も
多
く
の
国
民
が
彼
の
容

態
を
案
じ
て
い
る
。
速
や
か

な
回
復
を
祈
り
た
い
。

　
　
　
　
　

◎

　

２
４
日
、
ウ
ル
グ
ア
イ
で

大
統
領
選
の
決
選
投
票
が
行

わ
れ
る
。
同
国
の
世
論
調
査

で
は
、
一
次
選
挙
で
１
位
と

な
っ
た
、
長
期
政
権
だ
っ
た

左
派
の
「
拡
大
戦
線
」
所
属

の
ダ
ニ
エ
ル
・
マ
ル
テ
ィ
ネ

ス
氏
で
は
な
く
、
３
位
以
下

の
票
を
集
め
る
と
予
想
さ
れ

て
い
る
、
保
守
派
で
「
国
民

党
」所
属
の
ル
イ
ス
・
ラ
カ
ー

ジ
ェ
・
ポ
ウ
氏
が
逆
転
勝
利

す
る
の
で
は
、
と
の
憶
測
が

強
ま
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
い
ま
だ
に
混
乱
が
続

い
て
い
る
ボ
リ
ビ
ア
の
よ
う

な
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め
に

も
、
後
腐
れ
の
な
い
結
果
を

期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
　

◎

　

今
日
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
時
間

の
午
後
５
時
よ
り
、
ペ
ル
ー

の
リ
マ
で
、
サ
ッ
カ
ー
の
リ

ベ
ル
タ
ド
ー
レ
ス
杯
決
勝
、

フ
ラ
メ
ン
ゴ
対
リ
ー
ヴ
ェ

ル
・
プ
レ
ー
ト
戦
が
行
わ
れ

る
。
あ
の
ジ
ー
コ
を
擁
し
た

伝
説
の
チ
ー
ム
以
来
、
３
８

年
ぶ
り
の
優
勝
が
期
待
さ
れ

る
フ
ラ
メ
ン
ゴ
だ
が
、
相
手

は
２
連
覇
を
狙
う
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
き
っ
て
の
強
豪
。
白
熱

し
た
試
合
に
な
り
そ
う
だ
。

　

伯
国
経
済
省
は
２
１
日
、
１
０
月
の
全
就
労
・
失
業
者

台
帳
（
Ｃ
ａ
ｇ
ｅ
ｄ
）
を

発
表
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

１
０
月
の
正
規
雇
用
者
は

７
万
８
０
０
人
分
純
増
と

な
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

２
２
日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙
が

報
じ
て
い
る
。

　

こ
の
数
字
は
新
た
に
正
規

雇
用
で
職
を
得
た
人
の
数
か

ら
、
正
規
雇
用
だ
っ
た
の
に

職
を
失
っ
た
人
の
数
を
差
し

引
き
し
た
も
の
で
、
２
年
前

の
１
０
月
の
７
万
６
５
０
０

人
に
次
ぐ
多
さ
だ
。

　

ま
た
、
今
年
４
月
か
ら
７

カ
月
連
続
の
ア
ッ
プ
で
、
今

年
１
月
か
ら
１
０
月
ま
で
の

累
積
で
は
、
正
規
雇
用
者
が

８
４
万
２
千
人
増
え
た
。

　
「
１
月
か
ら
１
０
月
ま
で

の
累
積
」
で
比
較
し
た
場
合

は
、
９
１
万
２
千
人
だ
っ
た

２
０
１
４
年
以
来
、
５
年
ぶ

り
の
好
結
果
だ
。
１
７
年
、

１
８
年
の
伸
び
幅
は
も
っ
と

小
さ
く
、
１
５
、１
６
年
は

累
積
で
マ
イ
ナ
ス
を
記
録
し

て
い
た
。

　

１
０
月
は
、
１
１
月
の
ブ

ラ
ッ
ク
・
フ
ラ
イ
デ
ー
や
年

末
商
戦
に
向
け
、
小
売
店
な

ど
で
の
新
規
採
用
が
増
え
る

傾
向
が
あ
る
が
、
専
門
家
は

そ
う
し
た
季
節
的
傾
向
だ
け

で
な
く
、
経
済
回
復
へ
の
期

待
感
、
信
頼
感
が
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
も
、
１
０
月
の
好

結
果
の
要
因
と
し
て
い
る
。

　

景
気
信
頼
感
の
回
復
に

は
、
社
会
保
障
制
度
改
革
の

成
立
や
、
歳
出
削
減
を
狙
う

政
策
集
の
提
出
、
勤
続
期
間

保
障
基
金
（
Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
）
や

社
会
統
合
基
金
（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
）

／
公
務
員
財
形
計
画
（
Ｐ
ａ

ｓ
ｅ
ｐ
）
の
支
払
い
開
始
、

史
上
最
低
水
準
の
金
利
な
ど

が
寄
与
し
て
い
る
。

　

正
規
雇
用
の
増
減
を
分

野
別
で
見
る
と
、
商
業
が

４
万
４
千
人
増
、
サ
ー
ビ
ス

業
は
１
万
９
千
人
増
、
製
造

業
は
９
千
人
増
、
建
設
業
は

７
千
３
０
０
人
増
だ
っ
た
。

　

他
方
、
農
牧
業
は

７
８
０
０
人
減
で
、
公
共
行

政
は
４
２
７
人
減
、
公
益
事

業
は
５
８
１
人
減
だ
っ
た
。

　
【
既
報
関
連
】
８
月
３
０

日
に
始
ま
っ
た
東
北
部
海
岸

へ
の
原
油
漂
着
は
、
流
出
源

の
解
明
も
出
来
な
い
ま
ま
、

汚
染
箇
所
が
７
２
０
に
達
し

た
と
１
８
〜
２
２
日
付
伯
字

紙
・
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

国
立
再
生
可
能
天
然
資

源
・
環
境
院
（
Ｉ
ｂ
ａ
ｍ
ａ
）

に
よ
る
と
、
２
１
日
現
在
の

原
油
漂
着
箇
所
は
、
北
東
部

９
州
と
エ
ス
ピ
リ
ト
サ
ン
ト

（
Ｅ
Ｓ
）
州
の
１
１
７
市
（
北

東
部
１
１
２
市
、
Ｅ
Ｓ
州
５

市
）、計
７
２
０
カ
所
。ま
た
、

２
０
日
ま
で
に
届
い
た
海
洋

生
物
の
被
害
報
告
は
、
ウ
ミ

ガ
メ
９
６
頭
を
含
む
１
４
１

件
で
、
内
１
０
０
件
は
死
亡

例
だ
。
１
９
日
現
在
の
原

油
漂
着
箇
所
は
６
７
５
カ
所

だ
っ
た
か
ら
、
現
在
も
１
日

２
０
カ
所
余
り
の
ペ
ー
ス
で

新
た
な
漂
着
箇
所
が
増
え
て

い
る
。

　

１
８
日
に
は
ピ
ア
ウ
イ
州

パ
ル
ナ
イ
バ
の
三
角
州
に
も

原
油
が
漂
着
。
生
物
多
様

性
保
全
の
た
め
の
シ
コ
・
メ

ン
デ
ス
研
究
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｍ

Ｂ
ｉ
ｏ
）
は
、
同
地
区
の

海
洋
に
漂
着
し
た
原
油
は
累

計
１
ト
ン
に
及
ぶ
と
の
推
測

を
発
表
し
た
。
ま
た
、
海

軍
は
１
７
日
、
同
州
の
イ
ー

リ
ャ
・
グ
ラ
ン
デ
、
バ
ル

ナ
イ
バ
、
ル
イ
ス
・
コ
レ
イ

ア
、
カ
ジ
ュ
エ
イ
ロ
・
ダ
・

プ
ラ
イ
ア
の
諸
海
岸
で
回
収

し
た
原
油
塊
（
原
油
に
付
着

し
た
砂
な
ど
も
含
む
）
は
累

計
３
ト
ン
超
と
報
告
し
た
。

１
９
日
に
は
Ｉ
ｂ
ａ
ｍ
ａ

が
、
８
月
３
０
日
以
降
に
回

収
し
た
北
東
部
で
の
原
油
塊

（
前
述
に
同
じ
）は
４
５
０
０

ト
ン
と
報
告
し
た
。

　

他
方
、
原
油
の
流
出
源
に

関
し
て
は
、
２
１
日
に
開
か

れ
た
下
院
議
会
調
査
委
員
会

（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）
で
、
ト
ラ
ン
ス

ポ
ン
ダ
（
電
気
信
号
の
中
継

送
信
や
受
信
信
号
へ
の
応
答

を
行
う
機
器
）
を
切
っ
た
状

態
で
７
月
に
伯
国
沖
を
航
行

し
た
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
船
籍

の
Ｖ
ｏ
ｙ
ａ
ｇ
ｅ
ｒ
１
号
の

名
前
が
、
疑
惑
船
と
し
て
報

告
さ
れ
た
。
こ
の
報
告
は
ア

ラ
ゴ
ア
ス
連
邦
大
学
衛
星
画

像
解
析
処
理
研
究
所
（
Ｌ
ａ

ｐ
ｉ
ｓ
）
に
よ
る
も
の
で
、

７
月
１
９
〜
２
４
日
に
見
つ

か
っ
た
原
油
と
思
し
き
画
像

と
、
同
時
期
に
当
該
海
域
を

航
行
し
た
船
を
照
合
し
て
絞

り
込
ん
だ
と
い
う
。

　

海
軍
は
先
に
、
不
審
船
と

し
て
ギ
リ
シ
ャ
船
籍
の
船
５

隻
の
リ
ス
ト
を
出
し
て
い
た

が
、
こ
の
船
は
リ
ス
ト
に
は

含
ま
れ
て
い
な
い
。
海
軍
は

Ｌ
ａ
ｐ
ｉ
ｓ
が
指
摘
し
た
画

像
は
海
草
と
見
て
い
る
。

　

な
お
、
同
Ｃ
Ｐ
Ｉ
で
は
、

セ
ル
ジ
ッ
ペ
州
の
環
境
管
理

責
任
者
が
、
海
洋
生
物
へ
の

イ
ン
パ
ク
ト
や
健
康
被
害
に

関
す
る
情
報
が
流
れ
て
来
な

い
事
や
、
１
０
月
発
表
の
環

境
省
の
予
算
凍
結
で
、
２
０

１
３
年
に
定
め
ら
れ
た
緊
急

時
の
対
応
措
置
が
と
ら
れ
て

い
な
い
事
な
ど
に
苦
言
を
呈

し
、
連
邦
政
府
に
透
明
性
を

求
め
る
場
面
も
見
ら
れ
た
。

　

軍
政
時
代
に
「
反
抗
の
ユ

ダ
ヤ
人
宣
教
師
」
と
し
て
知

ら
れ
た
ヘ
ン
リ
ー
・
ソ
ベ
ル

氏
（
７
５
）
が
２
２
日
、
癌

で
闘
病
中
だ
っ
た
米
国
の

マ
イ
ア
ミ
で
亡
く
な
っ
た
。

２
２
日
付
伯
字
サ
イ
ト
が
報

じ
て
い
る
。

　

ソ
ベ
ル
氏
は
ポ
ル
ト
ガ
ル

生
ま
れ
の
ユ
ダ
ヤ
人
で
、
子

供
時
代
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

育
っ
た
。
１
９
７
０
年
に
ラ

ビ
（
ユ
ダ
ヤ
教
の
宗
教
的
指

導
者
）
の
資
格
を
と
る
と
、

同
年
か
ら
、
パ
ウ
リ
ス
タ
・

イ
ス
ラ
エ
ル
人
教
会
（
Ｃ
Ｉ

Ｐ
）
に
招
か
れ
、
宣
教
師
と

し
て
活
動
し
は
じ
め
た
。

　

そ
ん
な
ソ
ベ
ル
氏
が

一
躍
注
目
さ
れ
た
の
は
、

１
９
７
５
年
１
０
月
、
聖
市

に
お
け
る
対
軍
政
の
反
抗
の

闘
士
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

ヴ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・
エ
ル
ゾ
ー

ギ
氏
が
亡
く
な
っ
た
と
き

だ
。「
陸
軍
秘
密
警
察
で
自

殺
を
遂
げ
た
」
と
の
軍
の
主

張
を
疑
っ
た
ソ
ベ
ル
氏
は
、

ユ
ダ
ヤ
教
の
自
殺
者
用
の
霊

園
に
彼
の
遺
体
を
納
め
る
こ

と
を
拒
否
し
た
。

　

さ
ら
に
、
ソ
ベ
ル
氏
は
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
の
パ
ウ
ロ
・

エ
ヴ
ァ
リ
ス
ト
・
ア
ル
ン
大

司
教
ら
、
他
の
宗
教
の
指
導

者
と
合
同
で
、
エ
ル
ゾ
ー
ギ

氏
の
送
別
会
を
行
っ
た
。
ソ

ベ
ル
氏
は
そ
の
後
も
、
エ
ル

ゾ
ー
ギ
氏
の
死
に
関
す
る
真

相
究
明
運
動
な
ど
に
も
貢
献

し
て
い
る
。

　
「
伯
国
の
多
様
性
を
好
ん

だ
」
と
言
わ
れ
た
ソ
ベ
ル
氏

は
、
４
０
年
以
上
に
わ
た
っ

て
伯
国
に
住
ん
だ
が
、
癌
の

治
療
の
た
め
、
米
国
に
戻
っ

た
。
Ｃ
Ｉ
Ｐ
で
の
活
動
は

２
０
０
７
年
に
正
式
に
退
い

た
が
、
名
誉
教
師
と
し
て
か

か
わ
り
続
け
た
。

　

２
０
１
０
年
と
２
０
１
４

年
の
２
度
、
聖
州
政
府
か
ら

の
顕
彰
も
受
け
て
い
る
。

外国為替市況
中銀サイトより

11月22日午後 4時現在
米ドル相場

売　4.1854  R$
買　4.1835  R$

円相場
売　0.0386  R$
買　0.0386  R$

新党「ブラジル同盟」発足
　

新
党
の
発
足
式
は
ブ
ラ
ジ

リ
ア
の
ホ
テ
ル
「
ゴ
ー
ル
デ

ン
・
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」
で
行

わ
れ
た
。
同
式
に
は
党
首
予

定
の
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
、

副
党
首
の
予
定
の
長
男
フ
ラ

ヴ
ィ
オ
上
議
、
ミ
シ
ェ
ル
大

統
領
夫
人
、
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏

１
０
月
は
７
万
８
０
０
人
増

商
業
が
４
万
４
千
人
増
で
牽
引

流
出
源
は
今
も
不
明
の
ま
ま

ボウソ
ナ ロ

コロンビア情勢

反
政
府
の
大
規
模
デ
モ
発
生

（２）２０１９年 第５３７５号 １１月 ２３日 （土曜日）

Ｃａｇｅｄ

ヘ
ン
リ
ー
・
ソ
ベ
ル
氏
死
去

軍
政
と
戦
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
宣
教
師

ル
の
口
径
と
し
て
最
も
良
く

知
ら
れ
る
「
３
８
」
を
政
党

番
号
に
希
望
し
て
い
る
が
、

現
在
申
請
中
の
別
の
右
翼
政

党
と
そ
の
番
号
を
争
う
こ
と

に
な
る
。



　

最さ
い

近き
ん

の
韓か

ん

国こ
く

外が
い

交こ
う

の
「
狂

き
ょ
う

乱ら
ん

」
ぶ
り
に
は
、
呆あ

き

れ
果は

て
た

日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

も
多お

お

い
だ
ろ
う
。
武ぶ

器き

へ
の
転て

ん

用よ
う

が
可か

能の
う

な
戦せ

ん

略
り
ゃ
く

物ぶ
っ

資し

の
横よ

こ

流な
が

し
が
疑う

た
が

わ
れ
る
事じ

案あ
ん

が
多た

発は
つ

し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ア
ジ
ア
で
唯ゆ

い

一い
つ
の
「
優ゆ

う

遇ぐ
う

国こ
く

」
待た

い

遇ぐ
う

（
ホ
ワ
イ
ト
国こ

く

指し

定て
い

）
か
ら
外は

ず

す
、
と
い
う
措そ

置ち

を
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

が
発は

っ

表ぴ
ょ
うす
る
と
、

Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
ル
ー
ル
違い

反は
ん

と
し
て
（
世せ

界か
い

貿ぼ
う

易え
き

機き

関か
ん

）
に
提て

い

訴そ

す
る
と
脅お

ど

し
た
。

　
「
優ゆ

う

遇ぐ
う

」
を
外は

ず

さ
れ
る
と
提て

い

訴そ

す
る
、
と
い
う
論ろ

ん

理り

は
国こ

く

際さ
い

常じ
ょ
う

識し
き

か
ら
し
て
理り

解か
い

不ふ

能の
う

で
あ
る
が
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
で
相あ

い

手て

に
さ

れ
な
い
と
今こ

ん

度ど

は
報ほ

う

復ふ
く

と
し
て
韓か

ん

国こ
く

側が
わ

も
日に

本ほ
ん

を
ホ
ワ
イ
ト

国こ
く

か
ら
外は

ず

す
と
発は

っ

表ぴ
ょ
う。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
ル
ー
ル
違い

反は
ん

だ
と
訴う

っ
た
え
た
内な

い

容よ
う

を
、
自じ

国こ
く

で
や
り
返か

え

し
た
わ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
だ

け
で
は
足た

り
な
い
と
思お

も

っ
た
の
か
、
防ぼ

う

衛え
い

秘ひ

密み
つ

を
共

き
ょ
う

有ゆ
う

す
る
軍ぐ

ん

事じ

情じ
ょ
う

報ほ
う

包ほ
う

括か
つ

保ほ

護ご

協き
ょ
う

定て
い

（
Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
）
の
破は

棄き

ま
で

決き

め
た
。

　

二ふ
た

つ
の
報ほ

う

復ふ
く

措そ

置ち

と
も
韓か

ん

国こ
く

側が
わ

に
ダ
メ
ー
ジ
が
大お

お

き
い
と
言い

わ
れ
て
い
る
。
特と

く

に
Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
破は

棄き

は
ア
メ
リ
カ
が
強つ

よ

く

懸け

念ね
ん

を
表

ひ
ょ
う

明め
い

し
て
い
た
も
の
で
、
ト
ラ
ン
プ
政せ

い

権け
ん

も
い
よ
い
よ

ブ
チ
切き

れ
て
し
ま
う
か
も
知し

れ
な
い
。

　
こ
う
し
た
韓か

ん

国こ
く

の
動う

ご

き
に
、
他た

国こ
く

も
呆あ

き

れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
欧お

う

州し
ゅ
うも
、
東と

う

南な
ん

ア
ジ
ア
諸し

ょ

国こ
く

も
、
残ざ

ん

念ね
ん

な
が
ら
、
韓か

ん

国こ
く

が

関か
ん

係け
い

の
な
い
国こ

く

際さ
い

会か
い

議ぎ

に
お
い
て
も
、
所

と
こ
ろ

構か
ま

わ
ず
日に

本ほ
ん

批ひ

判は
ん

を
し
、
必ひ

っ

死し

で
支し

持じ

を
得え

よ
う
と
し
て
い
る
姿す

が
た
を
冷れ

い

笑し
ょ
うし
、

そ
し
て
、
外が

い

交こ
う

的て
き

な
常

じ
ょ
う

識し
き

が
な
い
国く

に

と
の
見み

方か
た

を
固か

た

め
て
い

ま
す
。［
１
］

　
「
外が

い

交こ
う

的て
き

な
常

じ
ょ
う

識し
き

の
な
い
国く

に

」
と
い
う
の
は
、
今い

ま

に
始は

じ

ま
っ

た
事こ

と

で
は
な
い
。
近き

ん

現げ
ん

代だ
い

史し

を
た
ど
れ
ば
、
そ
れ
が
韓か

ん

国こ
く

の

本ほ
ん

性し
ょ
うで
あ
る
こ
と
が
分わ

か
る
。

　

例た
と

え
ば
ハ
ー
グ
密み

っ

使し

事じ

件け
ん

が
あ
る
。明め

い

治じ

４
０（
１
９
０
７
）

年ね
ん

６
月が

つ

に
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
で
開ひ

ら

か
れ
て
い
た
第だ

い

二に

回か
い

万ば
ん

国こ
く

平へ
い

和わ

会か
い

議ぎ

に
お
い
て
、
日に

本ほ
ん

に
よ
っ
て
奪う

ば

わ
れ
て
い
た
外が

い

交こ
う

権け
ん

回か
い

復ふ
く

を
訴う

っ
た
え
る
べ
く
、
３
名め

い

の
密み

っ

使し

が
国こ

く

王お
う

の
親し

ん

書し
ょ

と
委い

任に
ん

状じ
ょ
うを
も
っ
て
会か

い

議ぎ

に
参さ

ん

加か

し
よ
う
と
画か

く

策さ
く

し
た
事じ

件け
ん

で
あ

る
。

　

国こ
く

王お
う

の
親し

ん

書し
ょ

と
委い

任に
ん

状じ
ょ
うは
、
平へ

い

和わ

会か
い

議ぎ

の
主し

ゅ

唱し
ょ
う

者し
ゃ

で
あ
る

脅き
ょ
う

威い

は
常つ

ね

に
大た

い

陸り
く

発は
つ

、半は
ん

島と
う

経け
い

由ゆ

２０１９年
ねん

８月
がつ

２５日
にち

版
ばん

ロ
シ
ア
皇こ

う

帝て
い

ニ
コ
ラ
イ
２
世せ

い

宛あ

て
で
あ
っ
た
が
、
ロ
シ
ア
は
日に

本ほ
ん

の
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

あ
て
の
万ば

ん

国こ
く

平へ
い

和わ

会か
い

議ぎ

へ
の
招

し
ょ
う

聘へ
い

状じ
ょ
うを
持じ

参さ
ん

し
な
け
れ
ば
参さ

ん

加か

を
許ゆ

る

す
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
門も

ん

前ぜ
ん

払ば
ら

い
し

た
。
次つ

い
で
密み

っ

使し

た
ち
は
主し

ゅ

催さ
い

国こ
く

オ
ラ
ン
ダ
の
外が

い

務む

大だ
い

臣じ
ん

に

会あ

っ
て
会か

い

議ぎ

参さ
ん

加か

許き
ょ

可か

を
懇こ

ん

請せ
い

し
よ
う
と
し
た
が
、
外が

い

務む

大だ
い

臣じ
ん

は
日に

本ほ
ん

公こ
う

使し

の
紹

し
ょ
う

介か
い

が
な
け
れ
ば
引い

ん

見け
ん

で
き
な
い
と
し
て
、

面め
ん

会か
い

す
ら
拒き

ょ

否ひ

し
た
。

　

他ほ
か

の
各か

っ

国こ
く

代だ
い

表ひ
ょ
うか
ら
も
、
韓か

ん

国こ
く

の
使し

者し
ゃ

３
名め

い

に
参さ

ん

加か

の
機き

会か
い

を
与あ

た

え
る
べ
し
と
の
意い

見け
ん

が
出で

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
要よ

う

は
、

す
べ
て
の
国く

に

か
ら
、
密み

っ

使し

た
ち
は
黙も

く

殺さ
つ

さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。

　

各か
っ

国こ
く

の
態た

い

度ど

は
、
当と

う

時じ

の
国こ

く

際さ
い

状じ
ょ
う

況き
ょ
うか
ら
言い

え
ば
当と

う

然ぜ
ん

で

あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
は
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

後ご

に
結む

す

ば
れ
た
ポ
ー
ツ
マ
ス
条

じ
ょ
う

約や
く

で
、
韓か

ん

国こ
く

に
お
け
る
日に

本ほ
ん

の
優ゆ

う

越え
つ

権け
ん

を
認み

と

め
て
い
た
。

　

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
は
日に

本ほ
ん

と
結む

す

ん
だ
タ
フ
ト
協

き
ょ
う

定て
い

で
、
韓か

ん

国こ
く

と
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
双そ

う

方ほ
う

の
支し

配は
い

を
承

し
ょ
う

認に
ん

し
て
い
た
。

イ
ギ
リ
ス
と
は
日に

ち

英え
い

同ど
う

盟め
い

の
改か

い

訂て
い

の
中な

か

で
、
韓か

ん

国こ
く

に
対た

い

し
て
日に

本ほ
ん

が
「
指し

導ど
う

、
監か

ん

理り

及お
よ

ビ
保ほ

護ご

ノ
措そ

置ち

」
を
採と

る
権け

ん

利り

を
承

し
ょ
う

認に
ん

し
て
い
た
。
米べ

い

英え
い

露ろ

と
い
う
世せ

界か
い

の
大た

い

国こ
く

が
、
韓か

ん

国こ
く

は
日に

本ほ
ん

の
保ほ

護ご

国こ
く

で
あ
る
と
認み

と

め
て
い
る
以い

上じ
ょ
う、
他ほ

か

の
国く

に

々ぐ
に

も
「
右み

ぎ

へ
倣な

ら

え
」
を
す
る
の
が
当と

う

然ぜ
ん

だ
っ
た
。

　

弱
じ
ゃ
く

肉に
く

強き
ょ
う

食し
ょ
くの
帝て

い

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

が
支し

配は
い

す
る
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

で
、
弱

じ
ゃ
く

小し
ょ
う

民み
ん

族ぞ
く

が
生い

き
延の

び
る
た
め
に
は
、
大た

い

国こ
く

内な
い

の
少

し
ょ
う

数す
う

民み
ん

族ぞ
く

、

あ
る
い
は
保ほ

護ご

国こ
く

に
な
る
事こ

と

が
最さ

い

善ぜ
ん

の
選せ

ん

択た
く

だ
っ
た
。
長な

が

ら
く

中ち
ゅ
う

国ご
く

の
属ぞ

っ

国こ
く

に
甘あ

ま

ん
じ
、
そ
れ
か
ら
ロ
シ
ア
の
支し

配は
い

下か

に
入は

い

り
と
、
日に

っ

清し
ん

・
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

の
火ひ

種だ
ね

を
作つ

く

っ
た
韓か

ん

国こ
く

が
、
今い

ま

さ

ら
将

し
ょ
う

来ら
い

の
見み

通と
お

し
も
な
い
ま
ま
に
「
日に

本ほ
ん

か
ら
外が

い

交こ
う

権け
ん

を
回か

い

復ふ
く

し
た
い
」
な
ど
と
夢む

想そ
う

を
訴う

っ
た
え
て
も
、
聞き

い
て
く
れ
る
国く

に

は

な
か
っ
た
。

　
ハ
ー
グ
の
密み

っ

使し

た
ち
の
行こ

う

動ど
う

は
、
現げ

ん

代だ
い

の
韓か

ん

国こ
く

が
「
関か

ん

係け
い

の

な
い
国こ

く

際さ
い

会か
い

議ぎ

に
お
い
て
も
、
所

と
こ
ろ

構か
ま

わ
ず
日に

本ほ
ん

批ひ

判は
ん

を
し
」
て

「
冷れ

い

笑し
ょ
う」
さ
れ
「
外が

い

交こ
う

的て
き

な
常

じ
ょ
う

識し
き

が
な
い
国く

に

」
と
見み

な
さ
れ

て
い
る
姿す

が
たに
重か

さ

な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

も
う
一ひ

と
つ
、
ハ
ー
グ
密み

っ

使し

事じ

件け
ん

と
今こ

ん

回か
い

の
日に

っ

韓か
ん

紛ふ
ん

争そ
う

と
の
共

き
ょ
う

通つ
う

点て
ん

は
、
韓か

ん

国こ
く

が
条

じ
ょ
う

約や
く

を
平へ

い

気き

で
破や

ぶ

る
信し

ん

義ぎ

の
な
さ
で
あ
る
。

当と
う

時じ

韓か
ん

国こ
く

が
日に

本ほ
ん

と
締て

い

結け
つ

し
た
第だ

い

二に

次じ

日に
っ

韓か
ん

協き
ょ
う

約や
く

で
は
、
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

が
１
名め

い

の
「
統と

う

監か
ん

」
を
京け

い

城じ
ょ
う（
ソ
ウ
ル
）
に
駐

ち
ゅ
う

在ざ
い

さ
せ
、

「
外が

い

交こ
う

ニ
関か

ん

ス
ル
事じ

項こ
う

ヲ
管か

ん

理り

ス
ル
」
と
定さ

だ

め
て
い
た
。

　

初し
ょ

代だ
い

統と
う

監か
ん

・
伊い

藤と
う

博ひ
ろ

文ぶ
み

は
、
ハ
ー
グ
密み

っ

使し

事じ

件け
ん

を
日に

っ

韓か
ん

協
き
ょ
う

約や
く

の
明あ

き

ら
か
な
侵し

ん

犯ぱ
ん

で
あ
り
、
日に

本ほ
ん

に
対た

い

す
る
公こ

う

然ぜ
ん

た
る
敵て

き

意い

を
露あ

ら

わ
に
し
た
も
の
で
、
そ
の
責せ

き

任に
ん

は
ま
ず
も
っ
て
国こ

く

王お
う

高こ
う

宗そ
う

に
あ
り
と
す
る
旨む

ね

を
首し

ゅ

相し
ょ
う・
李り

完か
ん

用よ
う

を
通つ

う

じ
て
通つ

う

告こ
く

し
た
。

　

し
か
し
国こ

く

王お
う

は
事じ

件け
ん

に
つ
い
て
は
「
朕ち

ん

の
与あ

ず
か
り
知し

る
と
こ
ろ

に
非あ

ら

ず
」
と
弁べ

ん

明め
い

し
た
。
伊い

藤と
う

は
「
も
は
や
虚き

ょ

言げ
ん

を
弄ろ

う

し
て

取と
り

消け

す
べ
き
に
あ
ら
ず
、
ハ
ー
グ
に
於お

い

て
陛へ

い

下か

の
派は

遺け
ん

委い

員い
ん

は

委い

任に
ん

状じ
ょ
うを
所し

ょ

持じ

す
る
こ
と
を
公こ

う

言げ
ん

し
、
か
つ
新し

ん

聞ぶ
ん

紙し

上じ
ょ
うに
日に

本ほ
ん

の
対た

い

韓か
ん

関か
ん

係け
い

を
誹ひ

謗ぼ
う

し
た
る
以い

上じ
ょ
うは
、
彼か

れ

等ら

の
陛へ

い

下か

よ
り

派は

遺け
ん

せ
ら
れ
た
る
こ
と
は
世せ

界か
い

の
熟

じ
ゅ
く

知ち

す
る
所と

こ
ろで
あ
る
」
と
述の

べ
た
。［
２
，　

Ｐ
１
５
９
］

　

伊い

藤と
う

の
怒い

か

り
に
韓か

ん

国こ
く

の
宮

き
ゅ
う

廷て
い

は
狼ろ

う

狽ば
い

し
、
使つ

か

い
を
派は

遣け
ん

し

て
弁べ

ん

明め
い

に
努つ

と

め
た
が
、
伊い

藤と
う

は
沈ち

ん

黙も
く

で
答こ

た

え
た
。
韓か

ん

国こ
く

の
内な

い

閣か
く

は
善ぜ

ん

後ご

策さ
く

を
検け

ん

討と
う

し
、
取と

り
得う

る
手し

ゅ

段だ
ん

は
国こ

く

王お
う

の
譲

じ
ょ
う

位い

あ

る
の
み
、
と
奏そ

う

上じ
ょ
うし
た
。
国こ

く

王お
う

が
こ
の
奏そ

う

上じ
ょ
うを
退し

り
ぞ
け
た
の
で
、

宮き
ゅ
う

廷て
い

は
さ
ら
に
困こ

ん

惑わ
く

し
、
伊い

藤と
う

に
直

ち
ょ
く

接せ
つ

、
国こ

く

王お
う

を
説せ

っ

得と
く

す
る

よ
う
依い

頼ら
い

ま
で
し
た
。

　

伊い

藤と
う

は
国こ

く

王お
う

に
は
会あ

っ
た
も
の
の
、「
か
か
る
こ
と
は
韓か

ん

国こ
く

皇こ
う

室し
つ

の
決け

っ

す
べ
き
こ
と
で
国こ

く

王お
う

の
臣し

ん

下か

な
ら
ざ
る
自じ

分ぶ
ん

が
そ
の

是ぜ

非ひ

を
云う

ん

々ぬ
ん

す
る
立た

ち

場ば

に
は
な
い
」
と
言い

い
残の

こ

し
て
王お

う

宮き
ゅ
うを

後あ
と

に
し
た
。
国こ

く

王お
う

は
つ
い
に
翻ほ

ん

意い

し
て
皇こ

う

太た
い

子し

・
純

じ
ゅ
ん

宗し
ゅ
うに
王お

う

位い

を
譲ゆ

ず

っ
た
。

　

条
じ
ょ
う

約や
く

を
結む

す

び
な
が
ら
、
公こ

う

然ぜ
ん

と
そ
れ
を
破や

ぶ

る
よ
う
な
行こ

う

為い

を
と
っ
た
点て

ん

。
し
か
も
、
そ
ん
な
事こ

と

を
し
た
ら
日に

本ほ
ん

側が
わ

が
怒お

こ

る

と
予よ

想そ
う

も
し
て
い
な
か
っ
た
点て

ん

。
日に

本ほ
ん

側が
わ

に
問と

い
詰つ

め
ら
れ
る

と
、
皇こ

う

帝て
い

が
「
自じ

分ぶ
ん

は
知し

ら
な
い
」
と
す
ぐ
に
ば
れ
る
よ
う

な
嘘う

そ

を
つ
い
た
点て

ん

。
こ
う
い
う
外が

い

交こ
う

音お
ん

痴ち

ぶ
り
は
、
現げ

ん

在ざ
い

の
韓か

ん

国こ
く

政せ
い

府ふ

そ
の
ま
ま
で
あ
る
。

　

日に

本ほ
ん

に
と
っ
て
の
問も

ん

題だ
い

は
、
こ
の
よ
う
に
信し

ん

頼ら
い

で
き
な
い
隣り

ん

国ご
く

と
ど
う
付つ

き
合あ

っ
た
ら
良よ

い
の
か
、と
い
う
事こ

と

で
あ
る
。特と

く

に
、

そ
の
国く

に

が
我わ

が
国く

に

の
安あ

ん

全ぜ
ん

保ほ

障し
ょ
う

上じ
ょ
う、
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
要よ

う

衝し
ょ
うで
あ
る
と

し
た
ら
。

　

文ぶ
ん

明め
い

史し

的て
き

に
ユ
ー
ラ
シ
ア
大た

い

陸り
く

を
見み

れ
ば
、
そ
の
中

ち
ゅ
う

央お
う

部ぶ

に
生う

ま
れ
た
遊ゆ

う

牧ぼ
く

民み
ん

族ぞ
く

が
周

し
ゅ
う

辺へ
ん

を
侵し

ん

略り
ゃ
くす
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
の

繰く

り
返か

え

し
だ
っ
た
。
蒙も

う

古こ

の
大だ

い

船せ
ん

団だ
ん

が
日に

本ほ
ん

を
襲お

そ

い
、
騎き

馬ば

軍ぐ
ん

団だ
ん

が
東ひ

が
しヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
ま
で
侵し

ん

入に
ゅ
うし
た
。

　

梅う
め

棹さ
お

忠た
だ

夫お

は
『
文ぶ

ん

明め
い

の
生せ

い

態た
い

史し

観か
ん

』
の
中な

か

で
、
ユ
ー
ラ
シ

ア
大た

い

陸り
く

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

部ぶ

か
ら
生う

ま
れ
る
勢せ

い

力り
ょ
くを
「
中

ち
ゅ
う

央お
う

ア
ジ
ア
的て

き

暴ぼ
う

力り
ょ
く」
と
呼よ

ん
だ
。
そ
れ
は
近き

ん

代だ
い

に
お
い
て
は
ロ
シ
ア
や
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
軍ぐ

ん

事じ

的て
き

圧あ
つ

力り
ょ
くと
し
て
、
日に

本ほ
ん

を
圧あ

っ

迫ぱ
く

し
た
。
そ
の
際さ

い

に
は
、

必か
な
らず
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

を
経け

い

由ゆ

し
て
日に

本ほ
ん

に
迫せ

ま

っ
て
く
る
。

　

日に
っ

清し
ん

戦せ
ん

争そ
う

も
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

も
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

や
ロ
シ
ア
と
い
う
中

ち
ゅ
う

央お
う

ア
ジ
ア
的て

き

暴ぼ
う

力り
ょ
くが
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

を
支し

配は
い

す
る
の
を
阻そ

止し

す
る
た

め
の
戦せ

ん

争そ
う

で
あ
っ
た
。
日に

っ

清し
ん

戦せ
ん

争そ
う

後ご

の
下

し
も
の

関せ
き

条じ
ょ
う

約や
く

は
、
第だ

い

一い
ち

条じ
ょ
うに
「
清し

ん

國こ
く

ハ
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

國こ
く

ノ
完か

ん

全ぜ
ん

無む

缺け
つ

ナ
ル
獨ど

く

立り
つ

自じ

主し
ゅ

ノ
國く

に

タ

ル
コ
ト
ヲ
確か

く

認に
ん

ス
」
と
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

を
清し

ん

国こ
く

支し

配は
い

か
ら
解か

い

放ほ
う

す
る
こ

と
を
定さ

だ

め
た
。

　
し
か
し
、三さ

ん

国ご
く

干か
ん

渉し
ょ
うで
日に

本ほ
ん

が
ロ
シ
ア
の
圧あ

つ

力り
ょ
くに
屈く

つ

す
る
と
、

常つ
ね

に
強つ

よ

き
に
つ
く
韓か

ん

国こ
く

は
ロ
シ
ア
に
臣し

ん

従じ
ゅ
うす
る
よ
う
に
な
り
、

こ
れ
が
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

の
原げ

ん

因い
ん

と
な
っ
た
。
そ
こ
で
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

後ご

の

ポ
ー
ツ
マ
ス
条

じ
ょ
う

約や
く

で
は
、
前ぜ

ん

述じ
ゅ
つの
よ
う
に
韓か

ん

国こ
く

に
お
け
る
日に

本ほ
ん

の
優ゆ

う

越え
つ

権け
ん

を
認み

と

め
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
も
韓か

ん

国こ
く

は
ハ
ー
グ
密み

っ

使し

事じ

件け
ん

の
よ
う
な
騒そ

う

動ど
う

を
起お

こ

す
。
こ
の
裏う

ら

切ぎ

り
と
嘘う

そ

ば
か
り
の
半は

ん

島と
う

国こ
っ

家か

を
経け

い

由ゆ

し
て
や
っ

て
く
る
中

ち
ゅ
う

央お
う

ア
ジ
ア
的て

き

暴ぼ
う

力り
ょ
くを
防ふ

せ

ぐ
に
は
、
併へ

い

合ご
う

し
か
な
い
、

と
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

は
決け

つ

断だ
ん

し
た
の
で
あ
る
。

　

梅う
め

棹さ
お

忠た
だ

夫お

氏し

は
宮み

や

沢ざ
わ

喜き

一い
ち

首し
ゅ

相し
ょ
うの
私し

的て
き

懇こ
ん

談だ
ん

会か
い

に
ゲ
ス
ト

ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
招ま

ね

か
れ
た
際さ

い

、「
日に

本ほ
ん

が
大た

い

陸り
く

ア
ジ
ア
と

付つ

き
合あ

っ
て
ろ
く
な
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
の
が
私わ

た
しの
今き

ょ
う日
の

話は
な
しの
結け

つ

論ろ
ん

で
す
」
と
話は

な
し
を
切き

り
出だ

し
て
、
委い

員い
ん

全ぜ
ん

員い
ん

が
呆あ

っ

気け

に
取と

ら
れ
た
そ
う
だ
。［
２
，　

Ｐ
２
７
２
］

　

確た
し

か
に
日に

っ

清し
ん

日に
ち

露ろ

の
大た

い

戦せ
ん

役え
き

は
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

を
巡め

ぐ

っ
て
戦

た
た
か
っ
た

も
の
だ
し
、
そ
の
後ご

、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

か
ら
満ま

ん

洲し
ゅ
うに
勢せ

い

力り
ょ
く

圏け
ん

を
伸の

ば
し

た
事こ

と

に
よ
っ
て
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

進し
ん

出し
ゅ
つを
目も

く

論ろ

む
ア
メ
リ
カ
と
も
戦た

た
か
う
羽は

目め

に
な
っ
た
。
日に

本ほ
ん

は
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

、
満ま

ん

洲し
ゅ
うに
厖ぼ

う

大だ
い

な
投と

う

資し

を
行

お
こ
な
っ
て

近き
ん

代だ
い

産さ
ん

業ぎ
ょ
うの
育い

く

成せ
い

に
取と

り
組く

ん
だ
が
、
敗は

い

戦せ
ん

に
よ
っ
て
、
そ
れ

ら
す
べ
て
を
中

ち
ゅ
う

央お
う

ア
ジ
ア
的て

き

暴ぼ
う

力り
ょ
くに
奪う

ば

わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

日に

本ほ
ん

の
韓か

ん

国こ
く

併へ
い

合ご
う

は
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

の
直

ち
ょ
く

接せ
つ

統と
う

治ち

に
よ
っ
て
、

中ち
ゅ
う

央お
う

ア
ジ
ア
的て

き

暴ぼ
う

力り
ょ
くの
通つ

う

路ろ

を
遮し

ゃ

断だ
ん

し
よ
う
と
い
う
目も

く

的て
き

だ
っ
た
。
そ
れ
を
「
侵し

ん

略り
ゃ
く」
と
し
て
批ひ

判は
ん

す
る
こ
と
は
た
や
す

い
。
し
か
し
、
中

ち
ゅ
う

央お
う

ア
ジ
ア
的て

き

暴ぼ
う

力り
ょ
くを
食く

い
止と

め
る
た
め
に
、

他ほ
か

に
ど
ん
な
手し

ゅ

段だ
ん

が
あ
っ
た
ろ
う
か
。［
２
］
の
著ち

ょ

者し
ゃ

・
渡わ

た

辺な
べ

利と
し

夫お

・
拓た

く

殖し
ょ
く

大だ
い

学が
く

学が
く

事じ

顧こ

問も
ん

は
、
近き

ん

代だ
い

日に

本ほ
ん

の
歩あ

ゆ

み
を
見み

直な
お

し
た
上う

え

で
、
こ
う
結け

つ

論ろ
ん

づ
け
る
。

　
半は

ん

島と
う

の
混こ

ん

乱ら
ん

は
清し

ん

露ろ

い
ず
れ
か
の
介か

い

入に
ゅ
うを
招ま

ね

く
と
い
う
の
が

歴れ
き

史し

的て
き

経け
い

験け
ん

則そ
く

で
あ
り
、
こ
れ
が
日に

本ほ
ん

に
危き

殆た
い

を
招ま

ね

く
こ
と

も
歴れ

き

史し

的て
き

経け
い

験け
ん

則そ
く

で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
日に

本ほ
ん

に
と
っ
て
は
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるよう
な話

はなし

を毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より
多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に
興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

な
どに記

き

事
じ

を紹
しょうかい

介してください。            
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

「
中ち

ゅ
う

央お
う

ア
ジ
ア
的て

き

暴ぼ
う

力り
ょ
く」が
朝ち

ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

経け
い

由ゆ

で

　

脅き
ょ
う

威い

を
与あ

た

え
て
き
た
事こ

と

が
、２
千せ

ん

年ね
ん

来ら
い

の
日に

本ほ
ん

の
宿し

ゅ
く

命め
い

的て
き

防ぼ
う

衛え
い

課か

題だ
い

（３） ２０１９年第５３７５号 	１１月	２３日	（土曜日）

半は
ん

島と
う

を
支し

配は
い

下か

に
お
き
、
最さ

い

終し
ゅ
う

的て
き

に
は
こ
れ
を
併へ

い

合ご
う

す
る
と

い
う
選せ

ん

択た
く

は
不ふ

可か

避ひ

の
も
の
で
あ
っ
た
。［
２
，　
Ｐ
１
７
４
］

　

韓か
ん

国こ
く

併へ
い

合ご
う

は
「
大た

い

陸り
く

ア
ジ
ア
と
付つ

き
合あ

っ
て
ろ
く
な
こ
と
は

な
い
」
悪あ

く

手し
ゅ

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日に

本ほ
ん

に
と
っ
て
、
そ
れ
以い

外が
い

に
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

経け
い

由ゆ

で
や
っ
て
く
る
中

ち
ゅ
う

央お
う

ア
ジ
ア
的て

き

暴ぼ
う

力り
ょ
くを
食く

い
止と

め
る
方ほ

う

法ほ
う

は
な
か
っ
た
、
と
言い

う
の
で
あ
る
。

　

近き
ん

年ね
ん

の
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
経け

い

済ざ
い

発は
っ

展て
ん

と
軍ぐ

ん

事じ

的て
き

膨ぼ
う

張ち
ょ
うに
よ
っ
て
、
東ひ

が
し
ア

ジ
ア
の
情

じ
ょ
う

勢せ
い

は
い
よ
い
よ
日に

っ

清し
ん

戦せ
ん

争そ
う

前ま
え

に
酷こ

く

似じ

し
て
き
た
。
中

ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

政せ
い

権け
ん

と
い
う
「
中

ち
ゅ
う

央お
う

ア
ジ
ア
的て

き

暴ぼ
う

力り
ょ
く」
か
ら
い
か

に
国く

に

を
守ま

も

る
か
、
と
い
う
我わ

が
国く

に

の
宿

し
ゅ
く

命め
い

的て
き

安あ
ん

全ぜ
ん

保ほ

障し
ょ
う

課か

題だ
い

は
い
よ
い
よ
緊き

ん

迫ぱ
く

度ど

を
増ま

し
て
い
る
。

　
こ
の
課か

題だ
い

に
対た

い

し
て
「
防ぼ

う

衛え
い

線せ
ん

を
ど
こ
に
置お

く
か
」
と
い
う

議ぎ

論ろ
ん

が
、
地ち

政せ
い

学が
く

的て
き

な
戦せ

ん

略り
ゃ
く

論ろ
ん

議ぎ

と
し
て
行お

こ
な
わ
れ
て
い
る
。

日に
っ

韓か
ん

併へ
い

合ご
う

は
防ぼ

う

衛え
い

線せ
ん

を
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

北ほ
く

端た
ん

ま
で
遠と

お

ざ
け
た
。
さ

ら
に
防ぼ

う

衛え
い

戦せ
ん

を
満ま

ん

洲し
ゅ
う

地ち

方ほ
う

の
先さ

き

に
遠と

お

ざ
け
よ
う
と
し
た
の
が

満ま
ん

洲し
ゅ
う

事じ

変へ
ん

だ
っ
た
。

　

現げ
ん

在ざ
い

の
日に

ち

米べ
い

韓か
ん

同ど
う

盟め
い

で
は
防ぼ

う

衛え
い

線せ
ん

を
３
８
度ど

線せ
ん

に
置お

い
て

い
る
。
昨さ

っ

今こ
ん

の
韓か

ん

国こ
く

の
左さ

翼よ
く

反は
ん

日に
ち

政せ
い

権け
ん

は
韓か

ん

国こ
く

を
中

ち
ゅ
う

国ご
く

・
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

の
側が

わ

に
つ
け
よ
う
と
狙ね

ら

っ
て
い
る
よ
う
で
、
そ
う
な
る
と

防ぼ
う

衛え
い

線せ
ん

は
一い

っ

気き

に
対つ

し

馬ま

海か
い

峡き
ょ
うま
で
接せ

っ

近き
ん

す
る
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
は
我わ

が
国く

に

の
安あ

ん

全ぜ
ん

保ほ

障し
ょ
うへ
の
大お

お

き
な
脅

き
ょ
う

威い

と
な
る
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
考か

ん
が
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
冒ぼ

う

頭と
う

で

述の

べ
た
よ
う
に
韓か

ん

国こ
く

は
信し

ん

頼ら
い

で
き
る
国く

に

で
は
な
い
、
と
い
う
点て

ん

で
あ
る
。
韓か

ん

国こ
く

が
現げ

ん

在ざ
い

の
よ
う
に
日に

ち

米べ
い

側が
わ

に
つ
い
て
い
た
と
し

て
も
、
い
つ
裏う

ら

切ぎ

ら
れ
る
か
分わ

か
ら
な
い
。
そ
う
な
ら
な
い
よ

う
に
、
ま
た
そ
う
な
っ
て
も
大だ

い

丈じ
ょ
う

夫ぶ

な
よ
う
に
手て

立だ

て
を
考

か
ん
が

え
る
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
る
。
逆ぎ

ゃ
くに
韓か

ん

国こ
く

が
中

ち
ゅ
う

朝ち
ょ
うの
側が

わ

に
つ
い
て
も
、
同ど

う

様よ
う

の
不ふ

安あ
ん

を
彼か

れ

ら
に
与あ

た

え
る
だ
ろ
う
。

　

安あ
ん

全ぜ
ん

保ほ

障し
ょ
うと
は
、
直

ち
ょ
く

接せ
つ

の
軍ぐ

ん

備び

の
問も

ん

題だ
い

だ
け
で
な
く
、
い

か
に
味み

方か
た

を
増ふ

や
し
、
敵て

き

を
減へ

ら
す
か
、
の
ゲ
ー
ム
で
も
あ
る

が
、味み

方か
た

な
の
か
敵て

き

な
の
か
、向こ

う

背は
い

定さ
だ

ま
ら
な
い
国く

に

は
こ
の
ゲ
ー

ム
を
さ
ら
に
複ふ

く

雑ざ
つ

に
す
る
の
で
あ
る
。

　
い
か
に
味み

方か
た

を
増ふ

や
す
か
に
関か

ん

し
て
の
見み

事ご
と

な
戦せ

ん

略り
ゃ
くで
勝か

っ

た
の
が
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

で
あ
っ
た
。
国こ

く

際さ
い

政せ
い

治じ

面め
ん

で
の
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

の

勝し
ょ
う

因い
ん

は
以い

下か

の
３
つ
で
あ
る
と
考か

ん
が
え
ら
れ
る
。

１
）
日に

ち

英え
い

同ど
う

盟め
い

。
英え

い

国こ
く

は
イ
ン
ド
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー

シ
ア
、
香ほ

ん

港こ
ん

な
ど
を
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

と
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
港

み
な
と

で
バ
ル
チ
ッ
ク
艦か

ん

隊た
い

は
補ほ

給き
ゅ
うの
妨ぼ

う

害が
い

を
受う

け
、
か
つ
艦か

ん

隊た
い

の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

が
着

ち
ゃ
く

々ち
ゃ
くと
日に

本ほ
ん

に
も
た
ら
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
が
大お

お

き
な
助た

す

け

と
な
っ
て
、
日に

本ほ
ん

海か
い

海か
い

戦せ
ん

に
お
け
る
バ
ル
チ
ッ
ク
艦か

ん

隊た
い

撃げ
き

滅め
つ

と

い
う
世せ

界か
い

海か
い

戦せ
ん

史し

上じ
ょ
う、
最さ

い

大だ
い

の
勝

し
ょ
う

利り

が
実じ

つ

現げ
ん

し
た
の
で
あ
る
。

２
）
欧お

う

米べ
い

で
の
世せ

論ろ
ん

戦せ
ん

。
金か

ね

子こ

堅け
ん

太た

郎ろ
う

は
ア
メ
リ
カ
各か

く

地ち

で

の
講こ

う

演え
ん

で
、
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

は
ロ
シ
ア
の
言い

う
よ
う
な
「
白は

く

人じ
ん

国こ
っ

家か

の
『
黄お

う

禍か

』
と
の
戦た

た
かい
」
で
は
な
く
、「
古こ

代だ
い

専せ
ん

制せ
い

国こ
っ

家か

ロ

シ
ア　

対た
い　

近き
ん

代だ
い

的て
き

民み
ん

主し
ゅ

国こ
っ

家か

日に

本ほ
ん

の
戦た

た
かい
」
で
あ
る
こ
と

１
．
世せ

界か
い

で
冷れ

い

笑し
ょ
う

さ
れ
る

        

韓か
ん

国こ
く

「
狂き

ょ
う

乱ら
ん

」
外が

い

交こ
う

２
．
門も

ん

前ぜ
ん

払ば
ら

い
さ
れ
た

　
　
ハ
ー
グ
の
密み

っ

使し

た
ち

を
訴う

っ
た
え
た
。
同ど

う

様よ
う

に
ダ
ー
ト
マ
ス
大だ

い

学が
く

講こ
う

師し

・
朝あ

さ

河か
わ

貫か
ん

一い
ち
や
岡お

か

倉く
ら

天て
ん

心し
ん

な
ど
が
著ち

ょ

書し
ょ

を
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

し
、親し

ん

日に
ち

世せ

論ろ
ん

を
育そ

だ

て
た
［
Ａ
］。

こ
う
し
た
努ど

力り
ょ
くに
よ
り
、
日に

本ほ
ん

は
欧お

う

米べ
い

金き
ん

融ゆ
う

市し

場じ
ょ
うか
ら
厖ぼ

う

大だ
い

な
戦せ

ん

費ぴ

の
調

ち
ょ
う

達た
つ

が
で
き
た
。

３
）
民み

ん

族ぞ
く

解か
い

放ほ
う

支し

援え
ん　

明あ
か

石し

元も
と

二じ

郎ろ
う

・
陸り

く

軍ぐ
ん

大た
い

佐さ

は
ロ
シ
ア

帝て
い

国こ
く

が
支し

配は
い

し
て
い
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ル
ー

マ
ニ
ア
、
さ
ら
に
は
ロ
シ
ア
国こ

く

内な
い

の
革か

く

命め
い

勢せ
い

力り
ょ
くに
厖ぼ

う

大だ
い

な
資し

金き
ん

援え
ん

助じ
ょ

を
行お

こ
ない
、
独ど

く

立り
つ

運う
ん

動ど
う

、
革か

く

命め
い

運う
ん

動ど
う

を
活か

っ

発ぱ
つ

化か

さ
せ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
帝て

い

国こ
く

は
足あ

し

下も
と

の
動ど

う

揺よ
う

か
ら
対た

い

日に
ち

戦せ
ん

争そ
う

を

続つ
づ

け
る
余よ

裕ゆ
う

が
な
く
な
っ
た
。

　

明め
い

治じ

日に

本ほ
ん

は
近き

ん

代だ
い

的て
き

軍ぐ
ん

備び

と
練れ

ん

度ど

、
志し

気き

で
ロ
シ
ア
を
凌

り
ょ
う

駕が

し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
当と

う

時じ

の
国こ

く

際さ
い

政せ
い

治じ

に
お
い
て
も
、

味み

方か
た

を
増ふ

や
し
、
敵て

き

を
減へ

ら
す
た
め
の
見み

事ご
と

な
戦せ

ん

略り
ゃ
くを
と
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。
韓か

ん

国こ
く

の
外が

い

交こ
う

音お
ん

痴ち

ぶ
り
と
は
対た

い

照し
ょ
う

的て
き

な
外が

い

交こ
う

巧こ
う

者し
ゃ

ぶ
り
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
明め

い

治じ

日に

本ほ
ん

は
脅

き
ょ
う

威い

の
通つ

う

路ろ

で
あ
る
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

に
拘こ

う

泥で
い

せ
ず
、
脅

き
ょ
う

威い

の
根こ

ん

源げ
ん

で
あ
る
中

ち
ゅ
う

央お
う

ア
ジ
ア
的て

き

暴ぼ
う

力り
ょ
くそ
の
も
の

を
相あ

い

手て

に
し
た
事こ

と

も
、
現げ

ん

代だ
い

の
我わ

れ

々わ
れ

が
学ま

な

ぶ
べ
き
点て

ん

で
あ
ろ

う
。
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

は
常つ

ね

に
強つ

よ

き
に
靡な

び

く
。
今い

ま

ま
で
は
韓か

ん

国こ
く

も
揺ゆ

ら
が
な
か
っ
た
の
は
ア
メ
リ
カ
が
絶ぜ

っ

対た
い

的て
き

に
強

き
ょ
う

大だ
い

だ
っ
た
か
ら

だ
。近き

ん

年ね
ん

、中
ち
ゅ
う

国ご
く

の
軍ぐ

ん

事じ

力り
ょ
く・経け
い

済ざ
い

力り
ょ
くが
強つ

よ

く
な
っ
て
き
た
の
で
、

そ
ち
ら
に
靡な

び

こ
う
と
す
る
一い

っ

派ぱ

が
力ち

か
らを
得え

て
き
た
の
で
あ
る
。

　

我わ

が
国く

に

の
防ぼ

う

衛え
い

・
外が

い

交こ
う

戦せ
ん

略り
ゃ
くと
し
て
は
、
あ
く
ま
で
脅

き
ょ
う

威い

の
本ほ

ん

源げ
ん

で
あ
る
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
ど
う
立た

ち
向む

か
う
か
、
が
本ほ

ん

質し
つ

的て
き

課か

題だ
い

で
あ
り
、
そ
れ
が
解か

い

決け
つ

し
な
い
限か

ぎ

り
脅

き
ょ
う

威い

の
通つ

う

路ろ

で
あ
る
韓か

ん

国こ
く

と
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

の
問も

ん

題だ
い

も
解か

い

決け
つ

し
な
い
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
点て

ん

に
関か

ん

し
て
は
、
日に

本ほ
ん

は
ほ
と
ん
ど
手て

を

打う

て
て
い
な
い
。

　

現げ
ん

在ざ
い

の
韓か

ん

国こ
く

問も
ん

題だ
い

は
、
中

ち
ゅ
う

央お
う

ア
ジ
ア
的て

き

暴ぼ
う

力り
ょ
くか
ら
い
か
に

国く
に

を
守ま

も

る
か
、
と
い
う
我わ

が
国く

に

２
千せ

ん

年ね
ん

の
宿

し
ゅ
く

命め
い

的て
き

課か

題だ
い

の
一い

っ

環か
ん

と
し
て
考か

ん
が
え
る
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
る
。
こ
う
い
う
巨き

ょ

視し

的て
き

・
歴れ

き

史し

的て
き

な
課か

題だ
い

認に
ん

識し
き

を
持も

っ
た
国こ

く

民み
ん

が
増ふ

え
て
い
く
こ
と
で
、
脅

き
ょ
う

威い

に

立た

ち
向む

か
う
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

へ
の
的て

き

確か
く

な
後あ

と

押お

し
が
で
き
る
は
ず

だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

Ａ
．　
「
サ
ム
ラ
イ
た
ち
の
広こ

う

報ほ
う

外が
い

交こ
う

―
米べ

い

国こ
く

メ
デ
ィ
ア
に
お

け
る
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

」
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

『
世せ

界か
い

が
称

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る　

国こ
く

際さ
い

派は

日に

本ほ
ん

人じ
ん

』、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、
Ｈ
２
８

h
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:/
/
w
w
w
.a
m
a
z
o
n
.c
o
.jp
/
o
/

asin/4
5
9
4
0
7
5
6
8
1
/japanonthegl0

-2
2
/

ア
マ
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「
日に

本ほ
ん

史し

一い
っ

般ぱ
ん

」
カ
テ
ゴ
リ
ー
１
位い　

総そ
う

合ご
う

６
１

位い

（
Ｈ
２
８
／
９
／
１
３
調し

ら

べ
）

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

（
１
）　

Ｍ
Ａ
Ｇ
２
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
「
反は

ん

日に
ち

行こ
う

動ど
う

の
韓か

ん

国こ
く

を
待ま

つ
地じ

獄ご
く

。
ト
ラ
ン
プ
を
激げ

き

怒ど

さ
せ

た
文む

ん

在じ
ぇ

寅い
ん

の
罪つ

み

」
Ｒ
０
１
．
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．
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３
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２
）　

渡わ
た

辺な
べ

利と
し

夫お

『
新し

ん

脱だ
つ

亜あ

論ろ
ん

』、
文ぶ

ん

春し
ゅ
ん

新し
ん

書し
ょ

、
Ｈ
２
０

h
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８
．
我わ

が
国く

に

２
千せ

ん

年ね
ん

の

       

宿し
ゅ
く

命め
い

的て
き

安あ
ん

全ぜ
ん

保ほ

障し
ょ
う

課か

題だ
い

４
．
中ち

ゅ
う

央お
う

ア
ジ
ア
的て

き

暴ぼ
う

力り
ょ
く

は

        

必か
な
ら

ず
朝ち

ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

を
経け

い

由ゆ

し
て

        

や
っ
て
く
る

３
．
条じ

ょ
う

約や
く

を
破や

ぶ

り
と
、

　
　

す
ぐ
に
ば
れ
る
嘘う

そ

を

        

平へ
い

気き

で
つ
く

７
．
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

の
成せ

い

功こ
う

要よ
う

因い
ん

５
．「
日に

本ほ
ん

が
大た

い

陸り
く

ア
ジ
ア
と

         

付つ

き
合あ

っ
て

         

ろ
く
な
こ
と
は
な
い
」

６
．
防ぼ

う

衛え
い

戦せ
ん

略り
ゃ
く

は「
防ぼ

う

衛え
い

線せ
ん

」

　
　

だ
け
の
問も

ん

題だ
い

で
は
な
い

　

日に
ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

で
の
３
つ
の
勝

し
ょ
う

因い
ん

は
対た

い

中
ち
ゅ
う

国こ
く

で
も
そ
の
ま
ま
適て

き

用よ
う

す
べ
き
も
の
だ
。

　

ま
ず
当と

う

時じ

の
日に

ち

英え
い

同ど
う

盟め
い

が
、
今こ

ん

日に
ち

の

日に
ち

米べ
い

同ど
う

盟め
い

に
あ
た
る
。
さ
ら
に
当と

う

時じ

の

英え
い

国こ
く

植し
ょ
く

民み
ん

地ち

に
相そ

う

当と
う

す
る
の
が
、
東と

う

南な
ん

ア
ジ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド
な

ど
で
、
こ
れ
ら
の
国く

に

々ぐ
に

と
の
連れ

ん

携け
い

を
強つ

よ

め
、
中

ち
ゅ
う

央お
う

ア
ジ
ア
的て

き

暴ぼ
う

力り
ょ
くを
封ふ

う

じ
込こ

め

る
体た

い

制せ
い

が
必ひ

つ

要よ
う

で
あ
る
。

　

第だ
い

２
の
国こ

く

際さ
い

世よ

論ろ
ん

戦せ
ん

は
、
現げ

ん

代だ
い

日に

本ほ
ん

が
最も

っ
と
も
苦に

が

手て

と
す
る
分ぶ

ん

野や

で
あ
る
。
現げ

ん

在ざ
い

は
安あ

倍べ

首し
ゅ

相し
ょ
うの
個こ

人じ
ん

的て
き

才さ
い

能の
う

と
努ど

力り
ょ
くに
頼た

よ

っ
て
い
る
が
、
民み

ん

間か
ん

も
含ふ

く

め
、
国く

に

を
挙あ

げ
て
の
強

き
ょ
う

化か

が
必ひ

つ

要よ
う

だ
。

　

第だ
い

３
の
民み

ん

族ぞ
く

解か
い

放ほ
う

支し

援え
ん

。
現げ

ん

在ざ
い

の
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
ウ
イ
グ
ル
、
チ
ベ
ッ
ト
な
ど
で
か
つ

て
の
ロ
シ
ア
帝て

い

国こ
く

よ
り
も
暴ぼ

う

力り
ょ
く

的て
き

な
民み

ん

族ぞ
く

弾だ
ん

圧あ
つ

を
続つ

づ

け
て
い
る
。
昨さ

っ

今こ
ん

の
香ほ

ん

港こ
ん

の
大だ

い

規き

模ぼ

デ
モ
も
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

政せ
い

権け
ん

の
暴ぼ

う

力り
ょ
く

支し

配は
い

か
ら
身み

を
守ま

も

る
運う

ん

動ど
う

と
位い

置ち

づ
け
ら
れ
る
。
同ど

う

時じ

に
韓か

ん

国こ
く

内な
い

の
保ほ

守し
ゅ

派は

へ
の
支し

援え
ん

や
、
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

民み
ん

の
圧あ

っ

政せ
い

か
ら
の
解か

い

放ほ
う

運う
ん

動ど
う

支し

援え
ん

も
あ
り
う
る
。
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Shinzo Abe se torna 
primeiro-ministro japonês 
com mais longo mandato

Papa Francisco envia mensagem ao 
Japão antes de sua visita

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Primeiro-ministro (20/11/2019)

Papa Francisco (19/11/2019)

Shinzo Abe se tornou o 
primeiro-ministro japonês 
que por mais tempo ocu-
pou o cargo depois de que-
brar o recorde estabelecido 
há mais de um século. O 
tempo total de mandato de 
Abe chegou a 2.887 dias 
nesta quarta-feira.
Abe se tornou primeiro-
ministro pela primeira vez 
em 2006, mas renunciou 
um ano depois em decor-
rência de problemas de 
saúde. Desde que retornou 
ao mais alto posto do país 
em dezembro de 2012, ele 
vem trabalhado para im-
pulsionar a economia, pro-
mover reformas na cultura 
de trabalho e providenciar 

O papa Francisco mani-
festou o seu desejo por um 
mundo livre de armas nu-
cleares durante uma men-
sagem de vídeo gravada 
para as pessoas no Japão. 
A mensagem foi feita em 
antecipação à sua visita 

programas de apoio ao 
cuidado infantil. Abe tam-
bém tem promovido o que 
chama de uma “política 
externa com uma perspec-
tiva panorâmica do mapa 
mundial”.
No entanto, a sua longa 
permanência no cargo tem 
sido alvo de críticas. Fo-
ram suscitadas diversas 
alegações de favoritismo, 
incluindo um escândalo 
sobre a venda de proprie-
dades de terra do estado e 
suspeitas sobre uma festa 
para celebrar as flores de 
cerejeira com financia-
mento público.
No Japão, não existe um 
limite para o tempo de 

de quatro dias ao país, que 
terá início no sábado.
No domingo, o papa deve 
pedir pela abolição de ar-
mas nucleares durante vi-
sitas que fará às cidades 
de Hiroshima e Nagasaki, 
atingidas por bombas atô-

mandato de um primeiro-
ministro. No entanto, o ter-
ceiro e último mandato de 
Abe como o presidente do 
governista Partido Liberal 
Democrático chegará ao 
fim em setembro de 2021, 
colocando um limite efe-
tivo no tempo que ainda 
lhe resta no cargo. Até esta 
data, o premiê deve tentar 
concretizar o seu desejo de 
longa data de fazer emen-
das à Constituição.
As atenções também estão 
voltadas para a tentativa 
de Abe de fazer progres-
so para resolver a questão 
dos sequestros de cidadãos 
japoneses pela Coreia do 
Norte, como também na 

micas. Na segunda-feira, 
ele irá se encontrar com o 
imperador Naruhito e com 
o premiê Shinzo Abe em 
Tóquio.
O papa falou em espanhol 
durante os cerca de três 
minutos da gravação, que 

questão do desenvolvi-
mento nuclear e de mísseis 
por parte de Pyongyang.
Outro tópico de grande 
importância são as nego-
ciações com a Rússia para 
um tratado de paz que 
incluiria uma resolução 
sobre uma disputa territo-
rial antiga sobre ilhas atu-
almente controladas pela 
Rússia.
O governo do Japão man-
tém o posicionamento de 
que as ilhas são uma parte 
inerente do território japo-
nês, defendendo que elas 
teriam sido ilegalmente 
ocupadas após o fim da 
Segunda Guerra Mundial.

foi divulgada na segun-
da-feira. Ele disse que o 
Japão entende muito bem 
o sofrimento causado por 
guerras, adicionando que 
“junto com todos vocês, 
eu rezo para que o poder 
destrutivo das armas nu-
clearas não seja utilizado 
mais nenhuma vez na his-
tória da humanidade”.

Coreia do Sul cancela realização de 
exercícios com a guarda costeira do 
Japão

Coreia do Sul (22/11/2019)

A Sede da Oitava Guar-
da Costeira Regional do 
Japão disse que sua con-
traparte sul-coreana pediu 
o cancelamento de exer-
cícios conjuntos para pre-
venção de acidentes marí-
timos.

A guarda costeira da ci-
dade de Maizuru, na pro-
víncia de Kyoto, revelou, 
nesta sexta-feira, que os 
exercícios conjuntos pro-
gramados para a quarta-
feira da semana que vem 
não serão realizados, di-
zendo que havia recebido 
o pedido de cancelamento 
por parte da Coreia do Sul 

Japão vai criar fundo para 
construção de tecnologia pós-5G

Concluída a construção do estádio 
olímpico para Tóquio 2020

Cidade japonesa oferece auxílio 
para estrangeiros afetados pelo 
tufão Hagibis

Tecnologia (22/11/2019)

Olímpico (19/11/2019)

Para estrangeiros (18/11/2019)

O governo do Japão pre-
tende investir bilhões de 
dólares no apoio ao desen-
volvimento de redes de co-
municação de velocidade 
ultra alta que superam 5G.
O novo fundo vai ajudar 
companhias do setor pri-
vado a desenvolver e pes-
quisar as mais avançadas 
tecnologias e sistemas.
O fundo fará parte de um 
organismo público de 
apoio à pesquisa e ao de-
senvolvimento chamado 
NEDO, iniciais em inglês 
para Organização de De-
senvolvimento de Energia 
Alternativa e Tecnologia 
Industrial.
As autoridades estão se 
preparando para lançar o 
novo fundo já no próximo 
ano fiscal japonês, que co-

Todas as obras para o 
principal estádio da Olim-
píada e Paralimpíada de 
Tóquio 2020 foram con-
cluídas.
Autoridades do Conselho 
de Esportes do Japão infor-
maram a imprensa na terça-
feira sobre o progresso do 
novo Estádio Nacional em 
Tóquio.
Eles disseram que a cons-
trução de todas as instala-
ções do estádio, incluindo 
o campo, arquibancadas e 

Uma cidade na província 
de Gunma, a noroeste de 
Tóquio, criou um balcão 
de atendimento temporá-
rio para auxiliar morado-
res não-japoneses afetados 
por um poderoso tufão no 
mês passado.
A cidade de Oizumi inau-
gurou o serviço no domin-
go, oferecendo aconse-
lhamento sobre impostos, 
moradia e outras questões 
-– em inglês, português e 
japonês por três dias.
Cerca de 120 residências 

meça em abril. O ministé-
rio da Indústria pretende 
requisitar cerca de 2 bi-
lhões de dólares para um 
pacote que será compilado 
em janeiro.
O dinheiro vai ajudar com-
panhias japonesas a acele-
rar o desenvolvimento de 
semicondutores e redes de 
comunicação. O projeto 
está sendo encarado como 
prioridade nacional.
A corrida global por pa-
tentes e tecnologia para 
redes 5G de próxima gera-
ção é atualmente liderada 
pela companhia chinesa 
Huawei. Empresas chine-
sas também desempenham 
um papel importante na 
construção dos mais avan-
çados semicondutores e 
estações de base.

passarelas em torno do es-
tádio foram finalizadas. O 
conselho vai verificar se 
as instalações e o estádio 
estarão prontos em 30 de 
novembro.
Ele informa que o custo 
total de construção foi de 
cerca de 1,4 bilhão de dóla-
res. O valor é mais alto que 
o esperado devido a varia-
ções nos preços e nos cus-
tos com mão de obra, mas 
foi mais baixo que o limite 
estabelecido pelo governo.

na região foram atingidas 
por enchentes causadas 
pelo tufão Hagibis. Apro-
ximadamente 18 por cento 
da população local, ou 8 
mil pessoas, é composta 
por estrangeiros.
Um funcionário do muni-
cípio disse que o governo 
local vai tentar oferecer 
apoio aos moradores não-
japoneses que têm tido di-
ficuldades para reconstruir 
suas vidas.
O balcão vai permanecer 
aberto até terça-feira duran-
te à tarde em um centro para 
saúde e bem-estar da cidade.

na quarta-feira.
As guardas costeiras dos 
dois países planejavam 
utilizar embarcações de 
patrulha e de resgate para 
os treinamentos que se-
riam realizados cerca de 
180 km ao largo das Ilhas 
Oki, no Mar do Japão.
A sede regional disse que 
não está em posição de 

comentar se a decisão da 
Guarda Costeira Sul-Co-
reana tem conexão com a 
recente deterioração das 
relações bilaterais. Acres-
centou que o cancelamento 
é lamentável, mas afirmou 
que vai tentar encontrar 
meios para melhorar a co-
operação com a contrapar-
te sul-coreana.

Complexo Daijokyu é aberto ao público

Governo do Japão poderá revisar quota 
para número de convidados a evento 
do primeiro-ministro

Casa Imperial (21/11/2019)

Governo (19/11/2019)

A Agência da Casa Im-
perial do Japão abriu ao 
público o complexo Dai-
jokyu, construído espe-
cialmente para o Impera-
dor Naruhito realizar um 
importante ritual de agra-
decimento marcando sua 
entronização.
Cerca de 1.400 pessoas já 

O secretário-chefe do 
gabinete do governo do Ja-
pão, Yoshihide Suga, deu 
sinais de que o governo vai 
revisar a quota destinada 
aos legisladores para o nú-
mero de convidados para a 
festa das flores das cerejei-
ras do primeiro-ministro.
Segundo críticos, o pri-
meiro-ministro Shinzo 
Abe teria usado dinheiro 

estavam a espera quando o 
Portão Sakashita-mon do 
Palácio Imperial foi aberto 
aos visitantes às 9h da ma-
nhã de quinta-feira.
O complexo Daijokyu é 
composto por 30 estrutu-
ras de área aproximada de 
90x90 metros no Jardim 
Oriental do Palácio.

dos contribuintes para en-
treter apoiadores durante o 
evento anual.
Foi revelado que o escri-
tório e o secretariado do 
gabinete teriam pedido 
ao primeiro-ministro, vi-
ce-primeiro-ministro, se-
cretário-chefe do gabinete, 
vice-secretário-chefe do 
gabinete e partidos gover-
nistas, que recomendas-

O imperador realizou o 
ritual Daijokyu-no-gi nos 
dias 14 e 15 de novembro 
no complexo. Ele ofereceu 
arroz recém colhido a di-
vindades e orou pela paz e 
por uma colheita farta.
A construção do complexo 
custou cerca de 9 milhões 
de dólares. Entretanto, ele 

sem convidados para o 
evento.
Houve relatos também 
que no começo deste ano 
o Partido Liberal Demo-
crático, o mais importan-
te da coalizão governista, 
teria dito a legisladores da 
Câmara Alta que seriam 
candidatos na eleição de 
julho, que eles poderiam 
convidar seus conhecidos 

deve ser demolido após 
um período de três meses, 
em meados de dezembro.
A Agência informa que 
mais de 7 mil pessoas visi-
taram o local até as 11h da 
manhã de quinta-feira. O 
complexo Daijokyu ficará 
aberto ao público até o dia 
8 de dezembro.

à festa das flores das cere-
jeiras.
Suga foi questionado a 
respeito desses informes 
na terça-feira, e disse que 
eles ainda não foram con-
firmados.
Os jornalistas perguntaram 
ainda se o governo preten-
dia remover tal quota, que 
poderia beneficiar candi-
datos à eleição. Suga res-
pondeu que o governo vai 
considerar esta possibili-
dade.
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作つ
く

る
日に

本ほ
ん

食し
ょ
くは
、
家か

庭て
い

的て
き

で

日に

本ほ
ん

料り
ょ
う

理り

店て
ん

に
勝ま

さ

る
く
ら
い

お
い
し
い
」
と
い
う
こ
と
。
彼か

の

女じ
ょ

ら
の
料

り
ょ
う

理り

は
慣な

れ
親し

た

し
ん
だ

「
お
ふ
く
ろ
の
味あ

じ

」。
今こ

ん

回か
い

は

日に

本ほ
ん

食し
ょ
くで
は
な
い
が
、
婦ふ

人じ
ん

部ぶ

が
腕う

で

を
振ふ

る
う
「
ブ
ラ
ジ

ル
版ば

ん

お
ふ
く
ろ
の
味あ

じ

」
を
味あ

じ

わ
っ
て
み
て
は
？

　
　
　
　
　

◎

　

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

の
メ
イ
ン
事じ

業ぎ
ょ
うと
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

（
石い

し

川か
わ

レ
ナ
ト
会か

い

長ち
ょ
う）
が
聖せ

い

州し
ゅ
うサ
ン
ロ
ッ
ケ
市し

の
「
国こ

く

士し

舘か
ん

大だ
い

学が
く

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
」
で
建け

ん

設せ
つ

を
進す

す

め
て
い
る
「
原は

ら

沢さ
わ

パ
ビ
リ
オ
ン
」。
現げ

ん

在ざ
い

、
建た

て

物も
の

の
約や

く

７
０
パ
ー
セ

ン
ト
が
完か

ん

成せ
い

し
、
上

じ
ょ
う

棟と
う

式し
き

が
１
１
月が

つ

１
７
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

か
ら
、
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

約や
く

５
０
人に

ん

が
見み

守ま
も

る
中な

か

で
行お

こ
な
わ
れ
た
。
式し

き

の
後あ

と

に
は
餅も

ち

ま
き
が
行お

こ
な
わ
れ
、
建た

て

物も
の

側が
わ

の
土と

地ち

に
２
本ほ

ん

の
桜さ

く
らも
植

し
ょ
く

樹じ
ゅ

さ
れ
た
。

　

１
３
日に

ち

付づ
け

本ほ
ん

紙し

で
伝つ

た

え

た
通と

お

り
、
来ら

い

年ね
ん

か
ら
ニ
ッ
ケ

イ
新し

ん

聞ぶ
ん

の
購こ

う

読ど
く

料り
ょ
うが
値ね

上あ

げ

に
な
る
。
だ
が
、
今こ

年と
し

い
っ

ぱ
い
に
支し

払は
ら

え
ば
従

じ
ゅ
う

来ら
い

の
料

り
ょ
う

金き
ん

の
ま
ま
。
も
ち
ろ
ん
来ら

い

年ね
ん

の
分ぶ

ん

の
前ま

え

払ば
ら

い
も
可か

能の
う

。
年ね

ん

末ま
つ

ま
で
の
購こ

う

読ど
く

料り
ょ
うは
半は

ん

年と
し

分ぶ
ん

が
４
２
０
レ
ア
ル
だ
が
、
来ら

い

年ね
ん

か
ら
は
４
５
０
レ
ア
ル
に

も
落ら

く

成せ
い

の
日ひ

ま
で
無ぶ

事じ

に
工こ

う

事じ

が
終お

え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
」

と
祈き

願が
ん

し
た
。

　

文ぶ
ん

協き
ょ
うの
水み

ず

本も
と

セ
ル
ソ
典の

り

満み
つ

専せ
ん

任に
ん

理り

事じ

は
、「
国こ

く

士し

舘か
ん

大だ
い

学が
く

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」
が
、

日に

本ほ
ん

の
国こ

く

士し

舘か
ん

大だ
い

学が
く

が
伯は

っ

国こ
く

で
の
大だ

い

学が
く

設せ
つ

立り
つ

を
目も

く

的て
き

に

８
０
年ね

ん

よ
り
同ど

う

地ち

を
徐じ

ょ

々じ
ょ

に

買か

い
取と

り
、
９
７
年ね

ん

に
経け

い

済ざ
い

的て
き

理り

由ゆ
う

で
文ぶ

ん

協き
ょ
うへ
寄き

贈ぞ
う

さ
れ

る
ま
で
の
経け

い

緯い

を
説せ

つ

明め
い

。
続つ

づ

い
て
原は

ら

沢さ
わ

カ
ル
ロ
ス
さ
ん
が
、

同ど
う

セ
ン
タ
ー
の
土と

地ち

を
、
日に

っ

系け
い

二に

世せ
い

や
三さ

ん

世せ
い

に
も
有ゆ

う

効こ
う

活か
つ

用よ
う

で
き
る
よ
う
に
と
、
父ち

ち

で

あ
る
故こ

原は
ら

沢さ
わ

和か
ず

夫お

さ
ん
が
希き

望ぼ
う

し
て
い
た
こ
と
を
紹

し
ょ
う

介か
い

し

た
。

　

在ざ
い

聖せ
い

日に

本ほ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

の

楠く
す
の
き

彰あ
き
ら

首し
ゅ

席せ
き

領り
ょ
う

事じ

は
、「
偶ぐ

う

然ぜ
ん

に
も
令れ

い

和わ

元が
ん

年ね
ん

と
重か

さ

な
っ

た
年と

し

に
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
新あ

た
ら
し

い
１
０
年ね

ん

の
始は

じ

ま
り
を
一い

っ

緒し
ょ

に
祝い

わ

え
た
こ
と
は
喜よ

ろ
こ
び
で
す
」

と
祝

し
ゅ
く

辞じ

を
述の

べ
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

祭さ
い

典て
ん

委い

員い
ん

会か
い

の
菊き

く

地ち

義よ
し

治は
る

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うは
、「
こ
の
セ
ン
タ
ー

を
改か

い

良り
ょ
うす
れ
ば
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

と

ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

へ
の
素す

晴ば

ら

し
い
財ざ

い

産さ
ん

に
な
る
。
皆み

な

で
協

き
ょ
う

力り
ょ
くす
れ
ば
色い

ろ

々い
ろ

な
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
が
証

し
ょ
う

明め
い

で

き
、
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
も
た
ら
し

た
す
ば
ら
し
い
美び

徳と
く

が
残の

こ

る
。

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

は
感か

ん

謝し
ゃ

と
希き

望ぼ
う

で
次つ

ぎ

の
時じ

代だ
い

へ
と
つ
な
げ
よ

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
「
原は

ら

沢さ
わ

パ
ビ
リ
オ
ン
」
は
、

菊き
く

地ち

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うが
提て

い

唱
し
ょ
う

し
た
「
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

１
０
０
年ね

ん

の
計け

い

」
に
賛さ

ん

同ど
う

が
寄よ

せ
ら
れ
、

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
「
核か

く

」
に
な
る

新あ
ら

た
な
場ば

所し
ょ

と
し
て
建け

ん

設せ
つ

が

進す
す

め
ら
れ
て
き
た
。
工こ

う

事じ

と

周し
ゅ
う

辺へ
ん

土と

地ち

の
整せ

い

備び

に
関か

か

わ
る

総そ
う

予よ

算さ
ん

３
０
０
万ま

ん

レ
ア
ル
は
、

故こ

原は
ら

沢さ
わ

和か
ず

夫お

さ
ん
の
遺い

族ぞ
く

に

よ
る
１
０
０
万ま

ん

レ
ア
ル
を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
、
菊き

く

地ち

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うら

の
尽じ

ん

力り
ょ
くに
よ
る
寄き

付ふ

で
集あ

つ

め

ら
れ
た
。

　

上
じ
ょ
う

棟と
う

式し
き

に
は
故こ

原は
ら

沢さ
わ

さ
ん

の
妻つ

ま

周か
ね

子こ

さ
ん
と
娘む

す
め
ル
シ
ー

さ
ん
も
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
。
周か

ね

子こ

さ

ん
は
「
文ぶ

ん

協き
ょ
うに
土と

地ち

が
寄き

贈ぞ
う

さ
れ
て
か
ら
２
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
う

手て

つ
か
ず
で
、
将

し
ょ
う

来ら
い

の
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
た
め
に
責せ

き

任に
ん

を
持も

っ
て
何な

に

か
を
作つ

く

り
ま
し
ょ
う
と
言い

う

人ひ
と

が
現あ

ら
わ
れ
な
か
っ
た
。
次じ

世せ

代だ
い

に
使つ

か
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

と
願ね

が
っ
て
い
た
夫お

っ
との
夢ゆ

め

が
実じ

つ

現げ
ん

化か

し
て
い
る
」
と
語か

た
っ
た
。

　

菊き
く

地ち

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うは
「
体た

い

育い
く

館か
ん

と
原は

ら

沢さ
わ

パ
ビ
リ
オ
ン
、

そ
し
て
も
う
一ひ

とつ
、
様さ

ま

々ざ
ま

な
シ

　

ブ
ラ
ジ
ル
高こ

う

知ち

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
片か

た

山や
ま

俊し
ゅ
ん

一い
ち
ア
ル
ナ
ル
ド
会か

い

長ち
ょ
う）
は
、
恒こ

う

例れ
い

の
「
フ
ェ
イ
ジ

ョ
ア
ー
ダ
の
日ひ

（
ジ
ア
・
ダ
・

フ
ェ
イ
ジ
ョ
ア
ー
ダ
！
）」
を

２
４
日か

午ご

前ぜ
ん

１
１
～
午ご

後ご

５

時じ

、
同ど

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

会か
い

館か
ん

（R
. 

dos M
iranhas, 1

9
6

 - 

P
inheiros

）で
開か

い

催さ
い

す
る
。

フ
ェ
イ
ジ
ョ
ア
ー
ダ
の
食た

べ
放ほ

う

題だ
い

が
３
５
レ
ア
ル
で
楽た

の

し
め

る
。

　
フ
ェ
イ
ジ
ョ
ア
ー
ダ
は
持も

ち

帰か
え

り
も
で
き
る
。
会か

い

場じ
ょ
うで
は

餃ぎ
ょ
う

子ざ

、
焼や

き
そ
ば
、
桜

さ
く
ら

餅も
ち

、

ビ
ー
ル
な
ど
も
販は

ん

売ば
い

。
景け

い

品ひ
ん

ョ
ー
な
ど
を
行お

こ
な
え
る
施し

設せ
つ

を

作つ
く

る
こ
と
も
検け

ん

討と
う

し
て
い
る
。

文ぶ
ん

協き
ょ
うは
主お

も

な
収

し
ゅ
う

入に
ゅ
う

源げ
ん

が
な
い

の
で
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
を
活か

つ

用よ
う

で
き
れ
ば
と
思お

も

う
。
桜

さ
く
ら

祭ま
つ

り

に
は
毎ま

い

年と
し

２
日か

間か
ん

で
約や

く

３
万ま

ん

人に
ん

が
来ら

い

場じ
ょ
うし
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
場じ

ょ
う
も
利り

用よ
う

さ
れ
て
い
る
。

サ
ン
パ
ウ
ロ
か
ら
の
交こ

う

通つ
う

の
ア

ク
セ
ス
も
道ど

う

路ろ

が
拡か

く

張ち
ょ
うさ
れ
、

日ひ

び々

快か
い

適て
き

さ
を
増ま

し
て
い
る
。

同ど
う

セ
ン
タ
ー
の
充

じ
ゅ
う

実じ
つ

に
努つ

と

め

る
こ
と
が
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
活か

っ

性せ
い

化か

に
も
つ
な
が
る
」
と
語ご

気き

を
強つ

よ

め
た
。

が
当あ

た
る
ビ
ン
ゴ
大た

い

会か
い

も
開ひ

ら

か
れ
る
。

　

片か
た

山や
ま

会か
い

長ち
ょ
うは
「
フ
ェ
イ
ジ
ョ

ア
ー
ダ
は
婦ふ

人じ
ん

部ぶ

特と
く

製せ
い

。
日に

本ほ
ん

人じ
ん

・
日に

っ

系け
い

人じ
ん

に
も
重お

も

く
な

く
て
食た

べ
や
す
く
、
ま
ろ
や

か
な
味あ

じ

わ
い
で
す
。
ぜ
ひ
食た

べ

に
来き

て
く
だ
さ
い
」
と
来ら

い

場
じ
ょ
う

　

蜂は
ち

鳥ど
り

誌し

友ゆ
う

会か
い

の
年ね

ん

中ち
ゅ
う

行
ぎ
ょ
う

事じ

で
あ
る
『
第だ

い

１
４
回か

い

か
ず

ま
忌き

俳は
い

句く

大た
い

会か
い

』
が
１
２
月が

つ

８
日か

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

（
受う

け

付つ
け

は
午ご

前ぜ
ん

８
時じ

）
か
ら
、
聖せ

い

市し

ピ
ニ

ェ
イ
ロ
ス
区く

の
富と

み

重し
げ

久ひ
さ

子こ

居き
ょ

（R
u

a O
scar Freire, 

ＢＥＧＩＮとの収
しゅう

録
ろく

時
じ

の様
よう

子
す

。中
ちゅう

央
おう

がアドリアナ
さん（本

ほん

人
にん

提
てい

供
きょう

）

2
0

7
7

, ap
. 1

5
1

）
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。
最も

寄よ

り
は
メ
ト

ロ
・
ス
マ
レ
ー
駅え

き

、
又ま

た

は
ク

リ
ニ
カ
ス
駅え

き

。

　

句く

会か
い

「
蜂は

ち

鳥ど
り

」
元も

と

主し
ゅ

宰さ
い

で

ニ
ッ
ケ
イ
俳は

い

壇だ
ん

元も
と

選せ
ん

者じ
ゃ

の
富と

み

重し
げ

か
ず
ま
氏し

を
偲し

の

ぶ
大た

い

会か
い

で
、

当と
う

日じ
つ

は
会か

い

費ひ

４
０
レ
ア
ル
で
、

昼ち
ゅ
う

食し
ょ
く、
飲の

み
物も

の

な
ど
込こ

み
。

　

兼け
ん

題だ
い

は
「
か
ず
ま
忌き

」「
涼す

ず

し
」「
サ
マ
ン
バ
イ
ア
（
釣つ

り

忍し
の
ぶ、
軒の

き

忍し
の
ぶ）」
と
年ね

ん

末ま
つ

一い
っ

切さ
い

で

五ご

句く

投と
う

句く

。
当と

う

日じ
つ

参さ
ん

加か

で
き

な
い
人ひ

と

は
、
投と

う

句く

用よ
う

紙し

に
五ご

句く

書か

き
、
早は

や

め
に
発は

っ

行こ
う

所じ
ょ

ま

で
投と

う

句く

を
す
れ
ば
、
当と

う

日じ
つ

発は
っ

表ぴ
ょ
うさ
れ
る
。

　

来ら
い

社し
ゃ

し
た
蜂は

ち

鳥ど
り

誌し

友ゆ
う

会か
い

編へ
ん

集し
ゅ
う

部ぶ

の
田た

中な
か

美み

智ち

子こ

さ
ん
、

串く
し

間ま

い
つ
え
さ
ん
は
「
遠と

お

く

は
ア
マ
ゾ
ン
か
ら
も
味あ

じ

わ
い

深ぶ
か

い
俳は

い

句く

を
い
た
だ
き
ま
す
。

ぜ
ひ
遊あ

そ

び
に
来き

て
く
だ
さ
い
」

と
来ら

い

場じ
ょ
うを
呼よ

び
か
け
た
。

　

問と

い
合あ

わ
せ
、
大た

い

会か
い

の
み

出し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
い
と
い
う
方か

た

は
、

田た

中な
か

さ
ん
（
１
１
・
３
２
７ 

５
・
２
９
７
２
）、
串く

し

間ま

さ
ん

（
同ど

う

・
３
７
６
８
・
４
５
７ 

威た
け
し

さ
ん
に
対た

い

し
、「
当と

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
発は

っ

展て
ん

、
活か

っ

性せ
い

化か

の
た
め

に
多た

大だ
い

な
貢こ

う

献け
ん

を
し
て
い
た

だ
き
、
深ふ

か

く
感か

ん

謝し
ゃ

し
て
い
る
」

と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　

同ど
う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

で
は
、
令れ

い

和わ

２

年ね
ん

度ど

県け
ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

の
候こ

う

補ほ

者し
ゃ

と
し
て
、
専せ

ん

門も
ん

分ぶ
ん

野や

学が
く

習し
ゅ
う

生せ
い

１
人り

、
日に

本ほ
ん

語ご

学が
く

習し
ゅ
う

生せ
い

１
人り

を
現げ

ん

在ざ
い

募ぼ

集し
ゅ
う

中ち
ゅ
う。
締し

め
切き

り

は
来ら

い

年ね
ん

１
月が

つ

１
０
日か

ま
で
。

　

ま
た
、
母ぼ

県け
ん

に
よ
る
短た

ん

期き

研け
ん

修し
ゅ
う

の
相そ

う

談だ
ん

も
随ず

い

時じ

対た
い

応お
う

し
て
い
る
。
申も

う

し
込こ

み
・
問と

い
合あ

わ
せ
は
、
同ど

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

館か
ん

（
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
＝

fu
ku

sh
im

a_ken
jin

_
b

rsp
@

yah
o

o
.co

.jp

、

電で
ん

話わ

＝
１
１
・
３
２
０
８
・ 

８
４
９
９
）
ま
で
。

な
る
。
同お

な

じ
く
１
年ね

ん

分ぶ
ん

は

７
９
０
レ
ア
ル
が
８
４
０
レ

ア
ル
に
な
る
。
バ
ン
カ
の
値ね

段だ
ん

も
１
部ぶ

４
レ
ア
ル
が
５
レ
ア

ル
に
な
る
。
な
お
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
語ご

週し
ゅ
う

刊か
ん

新し
ん

聞ぶ
ん

「
Ｎ
ｉ
ｐ

ｐ
ａ
ｋ
」
も
今こ

年と
し

い
っ
ぱ
い

は
半は

ん

年と
し

９
０
レ
ア
ル
、
来ら

い

年ね
ん

か
ら
は
１
１
０
レ
ア
ル
。
１

年ね
ん

分ぶ
ん

な
ら
今い

ま

は
１
７
０
レ
ア

ル
だ
が
、
２
０
０
レ
ア
ル
に

な
る
。
バ
ン
カ
の
値ね

段だ
ん

も
４

レ
ア
ル
が
５
レ
ア
ル
に
。
ニ

ッ
ケ
イ
新し

ん

聞ぶ
ん

と
Ｎ
ｉ
ｐ
ｐ
ａ

ｋ
の
セ
ッ
ト
な
ら
、
半は

ん

年と
し

で

５
１
０
レ
ア
ル
、
１
年ね

ん

分ぶ
ん

で

９
６
０
レ
ア
ル
と
お
得と

く

に
な

る
。
友ゆ

う

人じ
ん

や
子こ

ど
も
へ
の
ク
リ

ス
マ
ス
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
し
て

み
て
は
？

年ね
ん

内な
い

限げ
ん

定て
い

で
事じ

務む

局き
ょ
く

長ち
ょ
う

を

務つ
と

め
る
渡わ

た

辺な
べ

三み
つ

男お

さ
ん

　

最さ
い

初し
ょ

に
イ
ビ
ウ
ー
ナ
の
浄

じ
ょ
う

土ど

宗し
ゅ
う

日に
っ

伯ぱ
く

寺じ

の
櫻

さ
く
ら

井い

聡そ
う

祐ゆ
う

住じ
ゅ
う

職し
ょ
くが
お
経き

ょ
う
を
上あ

げ
、
そ
の

間か
ん

に
参さ

ん

列れ
つ

者し
ゃ

が
順

じ
ゅ
ん

次じ

焼し
ょ
う

香こ
う

し

た
。
櫻

さ
く
ら

井い

住じ
ゅ
う

職し
ょ
くは
、「
古こ

来ら
い

、
家い

え

を
建た

て
る
こ
と
は
人に

ん

間げ
ん

の
一い

ち

大だ
い

事じ

業ぎ
ょ
う。
人じ

ん

知ち

を
超こ

え
た
天て

ん

の
助た

す

け
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で

け
が
人に

ん

も
出で

ず
進す

す

ん
で
こ
ら

れ
た
こ
と
に
感か

ん

謝し
ゃ

し
、
今こ

ん

後ご

「
原は

ら

沢さ
わ

パ
ビ
リ
オ
ン
」
を
棟む

ね

上あ

げ

国こ
く

士し

舘か
ん

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で

を
呼よ

び
か
け
た
。

　

本ほ
ん

イ
ベ
ン
ト
は
年ね

ん

に
２
回か

い

ほ
ど
開か

い

催さ
い

し
て
お
り
、
毎ま

い

回か
い

初は
じ

め
て
富と

み

重し
げ

久ひ
さ

子こ

宅た
く

で
開か

い

催さ
い

か
ず
ま
忌き

俳は
い

句く

大た
い

会か
い

、
来ら

い

月げ
つ

８
日か

Ｂ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
と
バ
イ
オ
ン
競き

ょ
う

演え
ん

歌か

手し
ゅ

ア
ド
リ
ア
ナ
が
26
日に

ち

公こ
う

演え
ん

２
０
０
～
２
５
０
人に

ん

が
訪お

と
ず
れ

る
。
収

し
ゅ
う

益え
き

は
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
運う

ん

営え
い

費ひ

に
充あ

て
ら
れ
る
。

　

有ゆ
う

名め
い

歌か

手し
ゅ

で
バ
ン
ド
リ

ン
奏そ

う

者し
ゃ

の
ア
ド
リ
ア
ナ
・

サ
ン
シ
ェ
ス
（A

d
rian

a 
San

ch
ez

）
さ
ん
が
、
沖お

き

縄な
わ

の
バ
ン
ド
Ｂ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
と

共き
ょ
う

演え
ん

し
た
曲き

ょ
く
『B

aião 
- A

d
rian

a San
ch

ez 
feat. B

egin

』
が
１
０
月が

つ

２
５
日に

ち

か
ら
、
音お

ん

楽が
く

配は
い

信し
ん

サ

イ
ト
（h

ttps://ffm
.to/

baiao-feat-begin

）
で

販は
ん

売ば
い

さ
れ
て
い
る
。

　

同ど
う

サ
イ
ト
の
視し

聴ち
ょ
うサ
ン
プ

ル
部ぶ

分ぶ
ん

に
は
、
Ｂ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｎ

の
演え

ん

奏そ
う

は
あ
ま
り
感か

ん

じ
ら
れ

な
い
。
だ
が
実じ

っ

際さ
い

に
は
三さ

ん

線し
ん

と
の
共

き
ょ
う

演え
ん

、
日に

本ほ
ん

語ご

歌か

詞し

の

部ぶ

分ぶ
ん

も
か
な
り
あ
る
。

　

こ
れ
は
北ほ

く

東と
う

伯は
く

の
伝で

ん

統と
う

的て
き

な
音お

ん

楽が
く

「
バ
イ
オ
ン
」
の

ス
・
ゴ
ン
ザ
ー
ガ
（L

u
iz 

記
き

念
ねん

事
じ

業
ぎょう

の上
じょう

棟
とう

式
しき

と法
ほう

要
よう

開
かい

催
さい

110 周
しゅう

年
ね ん

（７） ２０１９年第５３７５号 	１１月	２３日	（土曜日）

婦ふ

人じ
ん

部ぶ

特と
く

製せ
い

、
食た

べ
放ほ

う

題だ
い

フ
ェ
イ
ジ
ョ
ア
ー
ダ
祭ま

つ

り
、
日に

ち

曜よ
う

日び

高
こう

知
ち

原
はら

沢
さわ

パビリオンで行
おこな

われた法
ほう

要
よう

の様
よう

子
す

来
らい

社
しゃ

した片
かた

山
やま

会
かい

長
ちょう

　

ブ
ラ
ジ
ル
高こ

う

知ち

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は

今こ
ん

週し
ゅ
う
の
日に

ち

曜よ
う

日び

に
、
フ
ェ
イ

ジ
ョ
ア
ー
ダ
の
食た

べ
放ほ

う

題だ
い

が

楽た
の

し
め
る
「
フ
ェ
イ
ジ
ョ
ア
ー

ダ
の
日ひ

」
を
開か

い

催さ
い

す
る
。
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

で
よ
く
言い

わ
れ
る
の

が
「
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

の
婦ふ

人じ
ん

部ぶ

が

福ふ
く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

、

新し
ん

事じ

務む

局き
ょ
く

長ち
ょ
う

渡わ
た
辺な
べ
さ
ん
が
12
月が
つ
末ま
つ
ま
で

来
らい

社
しゃ

した串
くし

間
ま

いつえさん、田
た

中
なか

美
み

智
ち

子
こ

さん

　

ブ
ラ
ジ
ル
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
今い

ま

井い

ユ
ミ
・
マ
リ
ー
ナ
会か

い

長ち
ょ
う）
の
事じ

務む

局き
ょ
く

長ち
ょ
うに
、
今こ

ん

月げ
つ

か
ら
新あ

た
ら

し
く
就

し
ゅ
う

任に
ん

し
た
渡わ

た

辺な
べ

三み
つ

男お

さ
ん
（
７
２
、
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

大お
お

玉た
ま

村む
ら

出し
ゅ
っ

身し
ん

）
が
、
挨あ

い

拶さ
つ

の

た
め
に
来ら

い

社し
ゃ

し
た
。

　

渡わ
た

辺な
べ

さ
ん
は
、
１
９
７
４

年ね
ん

に
２
７
歳さ

い

で
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｃ

（
現げ

ん

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
工こ

う

業ぎ
ょ
う

技ぎ

術じ
ゅ
つ

移い

民み
ん

と
し
て
渡と

伯は
く

。
日に

っ

系け
い

代だ
い

表ひ
ょ
う

的て
き

な
音お

ん

楽が
く

家か

・
ル
イ

G
o

n
zag

a

、
１
９
１
２
―

１
９
８
９
）
の
曲き

ょ
く
で
、
そ
れ

を
Ｂ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
の
メ
ン
バ
ー

が
加く

わ

わ
っ
て
、
歌か

詞し

の
一い

ち

部ぶ

を

日に

本ほ
ん

語ご

に
翻ほ

ん

訳や
く

す
る
な
ど
６

時じ

間か
ん

か
け
て
収

し
ゅ
う

録ろ
く

し
た
。
ア

ド
リ
ア
ナ
さ
ん
は
、「
彼か

れ

ら

は
と
っ
て
も
ノ
リ
ノ
リ
。
ス
タ

ジ
オ
の
中な

か

で
歌か

詞し

を
日に

本ほ
ん

語ご

に
翻ほ

ん

訳や
く

し
て
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
の

せ
、
あ
あ
で
も
な
い
、
こ
う
で

も
な
い
と
工く

夫ふ
う

し
て
楽た

の

し
そ

う
に
収

し
ゅ
う

録ろ
く

し
て
い
た
わ
」
と

思お
も

い
出だ

す
。

　

Ｂ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
は
２
０
１
３

年ね
ん

に
ア
ニ
ェ
ン
ビ
ー
国こ

く

際さ
い

会か
い

議ぎ

場じ
ょ
うで
公こ

う

演え
ん

し
た
際さ

い

、
彼か

の

女じ
ょ

を

リ
ー
ダ
ー
と
す
る
バ
ン
ド
と

共き
ょ
う

演え
ん

し
、
同ど

う

バ
ン
ド
の
「
シ

ュ
ラ
ス
コ
」
や
ブ
ラ
ジ
ル
の
名め

い

曲き
ょ
く「
ト
レ
イ
ン
・
ダ
ス
・
オ

ン
ゼ
」
な
ど
を
演え

ん

奏そ
う

し
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
に
収

し
ゅ
う

録ろ
く

し
た
と
い
う
。

　

Ｂ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
３
度ど

目め

の
来ら

い

伯は
く

時じ

の
２
０
１
７
年ね

ん

に
、
こ

の
曲き

ょ
く
を
録ろ

く

音お
ん

。
ゴ
ン
ザ
ー
ガ

家け

の
許き

ょ

諾だ
く

に
時じ

間か
ん

が
か
か
り
、

今こ

年と
し

よ
う
や
く
発は

つ

売ば
い

に
な
っ

た
と
い
う
。

　

そ
の
曲き

ょ
く
を
含ふ

く

め
た
コ
ン
サ

ー
ト
が
２
６
日に

ち

（
火か

）
午ご

後ご

８
時じ

開か
い

場じ
ょ
う（
９
時じ

開か
い

演え
ん

）
で
、

テ
ア
ト
ロ
・
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ

（T
eatro L

ib
erd

ad
e 

B
y In

fin
itu

s, R
u

a 
Sao Joaquim

, 1
2

9
 - 

L
ib

erd
ad

e

）
で
開か

い

催さ
い

さ

れ
る
。
日に

本ほ
ん

語ご

歌か

詞し

は
、
コ

ロ
ニ
ア
歌か

手し
ゅ

の
伊い

藤と
う

カ
レ
ン

が
共

き
ょ
う

演え
ん

す
る
。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

料り
ょ
うは

６
０
レ
ア
ル
で
、
劇げ

き

場じ
ょ
う

窓ま
ど

口ぐ
ち

で
販は

ん

売ば
い

中ち
ゅ
う。

６
）
ま
で
。

企き

業ぎ
ょ
うで
勤つ

と

め
た
後あ

と

に
、
ド
イ

ツ
系け

い

の
テ
ィ
ッ
セ
ン
ク
ル
ッ
プ

社し
ゃ

で
、
専せ

ん

用よ
う

機き

の
設せ

っ

計け
い

士し

と

し
て
３
５
年ね

ん

間か
ん

働は
た
らい
た
。

　

同ど
う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
会か

い

員い
ん

で
も
あ

り
、
元も

と

会か
い

長ち
ょ
うの
小こ

島じ
ま

友と
も

四し

郎ろ
う

氏し

、
永な

が

山や
ま

八は
ち

郎ろ
う

氏し

の
在ざ

い

任に
ん

期き

間か
ん

中ち
ゅ
うは
、
役や

く

員い
ん

も
務つ

と

め
て
い

た
。
今こ

ん

回か
い

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
年ね

ん

内な
い

限げ
ん

定て
い

で
就

し
ゅ
う

任に
ん

。
同ど

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

館か
ん

で
、
午ご

前ぜ
ん

８
時じ

半は
ん

～
午ご

後ご

１
２
時じ

半は
ん

ま
で
対た

い

応お
う

す
る
。

　

ま
た
、
役や

く

員い
ん

ら
は
、
同ど

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

に
長な

が

年ね
ん

勤つ
と

め
た
曽そ

我が

部べ



12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

ANO XXII  –  Nº 5375 SÃO PAULO, SÁBADO, 23 DE NOVEMBRO DE 2019 R$ 4,00


	23-11 p1
	23-11 p2
	23-11 p3
	23-11 p4
	23-11 p5
	23-11 p6
	23-11 p7
	23-11 p8

